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●始まります「小中一貫教育」
●職員採用／叙勲・褒章
●表彰／税についての作文入選者 ほか
●人事行政事情／里山センター活動紹介
●雪処理に注意とご協力を
●はたログ／米粉のレシピ集 ほか
●地域の風～支所からのたより～
●きらめき青春／お～い！昔 ほか
●まちの話題TOPICS／お知らせ・ガイド
●この時　熱中・夢中

　11月7日㈰、二ツ屋地内で炭焼き体験が行われました。参
加者たちは、まきの運び出しや竹割り、炭焼き窯へのまき入
れを体験。子どもたちは大人からナタの使い方を教わりなが
ら作業し、里山とのかかわり方を学んでいました。

　11月7日㈰、二ツ屋地内で炭焼き体験が行われました。参
加者たちは、まきの運び出しや竹割り、炭焼き窯へのまき入
れを体験。子どもたちは大人からナタの使い方を教わりなが
ら作業し、里山とのかかわり方を学んでいました。

　11月7日　11月7日　11月7日　11月7日㈰、㈰、㈰、㈰、二ツ屋地内で炭焼き体験が行われました。参二ツ屋地内で炭焼き体験が行われました。参二ツ屋地内で炭焼き体験が行われました。参二ツ屋地内で炭焼き体験が行われました。参

炭焼き体験で元気な森づくり炭焼き体験で元気な森づくり炭焼き体験で元気な森づくり
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始まります「小中一貫教育」始まります「小中一貫教育」

小
中
一
貫
教
育
と
は

　
小
中
一
貫
教
育
と
は
、小
学
校
６
年
・

中
学
校
３
年
の
義
務
教
育
９
年
間
を
見

通
し
た
継
続
性
・
系
統
性
・
計
画
性
を

生
か
す
こ
と
の
で
き
る
新
し
い
教
育
の

形
態
で
す
。
子
ど
も
の
豊
か
な「
学
び
」

と
「
育
ち
」
の
実
現
を
目
指
し
て
、
小

学
校
と
中
学
校
が
よ
り
連
携
を
し
や
す

い
環
境
を
つ
く
り
ま
す
。

　
市
で
は
、
平
成
22
年
３
月
に
「
十
日

町
市
に
お
け
る
小
中
一
貫
教
育
の
在
り

方
に
関
す
る
提
言
書
」
が
ま
と
め
ら
れ

ま
し
た
。
さ
ら
に
、
こ
の
提
言
の
実
現

に
向
け
て
、
小
中
一
貫
教
育
基
本
計
画

策
定
委
員
会
を
設
置
し
ま
し
た
。

　
委
員
会
で
は
、「
明
日
を
担
う
子
ど

も
の
健
や
か
な
成
長
」を
図
る
た
め
に
、

小
学
校
と
中
学
校
が
よ
り
連
携
し
や
す

い
環
境
を
創
り
出
し
、
義
務
教
育
９
年

間
を
見
通
し
た
一
貫
し
た
教
育
を
進
め

て
い
く
こ
と
が
重
要
と
考
え
、「
十
日

町
市
小
中
一
貫
教
育
基
本
計
画
」
を
策

定
し
ま
し
た
。

小
中
一
貫
教
育
の
基
本
方
針

１
　
全
中
学
校
区
で
小
中
一
貫
教
育
を

実
施
し
ま
す
。

小
中
一
貫
教
育
基
本
計
画
策
定

の
経
緯
と
基
本
方
針

２
　
現
行
の
６
・
３
制
を
生
か
し
て
実

施
し
ま
す
。

３
　
モ
デ
ル
中
学
校
区
を
指
定
し
ま

す
。

４
　
モ
デ
ル
中
学
校
区
は
平
成
23
年
度

か
ら
試
行
を
始
め
、
26
年
度
か
ら
全

中
学
校
区
で
実
施
し
ま
す
。

◇
学
力
に
つ
い
て

　
小
学
校
の
全
国
標
準
学
力
検
査
を
見

る
と
、
小
学
校
５
年
を
境
に
学
力
に
伸

び
悩
み
が
始
ま
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
児
童
生
徒
の
学
力
面
で
の
伸
び
悩
み

に
対
応
し
、
確
か
な
学
力
の
定
着
を
図

る
に
は
、
小
学
校
や
中
学
校
で
発
達
段

階
に
応
じ
た
指
導
を
組
み
立
て
、
実
施

し
て
い
く
こ
と
が
課
題
と
い
え
ま
す
。

◇
不
登
校
に
つ
い
て

　
市
内
の
不
登
校
の
割
合
は
、
小
・
中

学
校
と
も
に
県
や
全
国
よ
り
高
い
状
況

が
続
い
て
い
ま
す
。
そ
の
人
数
は
中
学

校
１
年
か
ら
増
え
る
傾
向
が
続
い
て
い

ま
す
。

　
解
決
に
は
小
・
中
学
校
間
の
緊
密
な

連
携
体
制
の
も
と
、
児
童
生
徒
の
き
め

細
か
な
内
面
の
理
解
や
寄
り
添
う
支

援
・
指
導
、
社
会
性
の
育
成
が
一
層
重

要
で
す
。

※
不
登
校

：

病
気
や
経
済
的
な
理
由
を

除
き
、
年
間
30
日
以
上
欠
席
し
て
い

る
状
態
の
こ
と

◇
支
援
を
要
す
る
児
童
生
徒
に
つ
い
て

　
特
別
支
援
学
級
の
児
童
生
徒
数
は

年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。
小
・
中
学
校

と
も
情
報
交
換
や
連
携
・
協
力
を
図
り

な
が
ら
支
援
を
進
め
て
い
ま
す
。
特
別

支
援
教
育
の
充
実
を
図
る
た
め
に
は
中

学
校
へ
の
よ
り
円
滑
な
接
続
を
推
進
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

◇
確
か
な
学
力
と
豊
か
な
心
の
育
成 

　
小
・
中
学
校
の
教
職
員
が
、
９
年
間

を
見
通
し
た
連
続
性
の
あ
る
学
習
指
導

や
生
徒
指
導
に
取
り
組
む
こ
と
に
よ

十
日
町
市
の
学
校
教
育
の

現
状
と
課
題

　市では、小学校間や小・中学校間の連携を今まで以上に深めた教育活動を展開するために、４つ

のモデル中学校区を指定し、小中一貫教育を導入します。義務教育の９年間を見通した教育課程を

編成し、子どもの豊かな「学び」と「育ち」の実現を目指します。モデル中学校区は23年度から

試行、26年度から全中学校区で取り組みます。

り
、
中
１
ギ
ャ
ッ
プ
や
不
安
感
な
ど
の

解
消
が
期
待
で
き
る
と
と
も
に
、
小
学

校
５
年
か
ら
の
学
力
の
伸
び
悩
み
に
つ

い
て
も
解
消
が
期
待
で
き
ま
す
。

◇
豊
か
な
人
間
性
や
社
会
性
の
育
成 

　
児
童
生
徒
間
の
多
様
な
交
流
活
動
を

行
う
こ
と
に
よ
り
、
良
い
意
味
で
の
上

下
関
係
が
生
ま
れ
、
自
分
の
存
在
の
価

値
を
認
識
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

能
力
や
規
範
意
識
な
ど
社
会
性
が
育

ち
、
不
登
校
や
い
じ
め
な
ど
の
減
少
も

期
待
で
き
ま
す
。

◇
特
色
あ
る
教
育
活
動
の
実
践 

　
中
学
校
区
の
児
童
生
徒
の
実
態
や
地

域
性
を
考
慮
し
、
９
年
間
を
見
通
し
た

特
色
あ
る
教
育
活
動
を
推
進
し
て
い
く

こ
と
で
、
地
域
に
誇
り
と
愛
着
を
も
つ

子
ど
も
の
育
成
が
期
待
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
地
域
で
子
ど
も
を
育
て
て
い

く
た
め
に
保
育
園
や
幼
稚
園
と
の
連
携

も
行
い
や
す
く
な
り
ま
す
。

※
中
１
ギ
ャ
ッ
プ

：

小
学
生
か
ら
中
学

生
に
な
っ
た
と
た
ん
に
、
学
習
や
生

活
に
な
じ
め
ず
に
不
登
校
と
な
っ
た

り
、
い
じ
め
が
増
え
た
り
す
る
現
象

の
こ
と

小
中
一
貫
教
育
導
入
の

期
待
と
効
果

小中一貫教育のタイプは３つ。十日町市では「連携型」や「併設型」から始めます。

　小学校と中学校で校

舎が別々で、教員が学

校間を移動して授業を

行ったり、児童生徒が

移動して授業を受けた

りして交流します。

連携型 　十日町市では、今あ

る中学校区はそのまま

で、連携型を中心にス

タートします。

→

　小学校と中学校を同

じ敷地に併設し、小学

生が中学校で授業を受

けたり、教員が互いに

乗り入れての授業や出

前授業を行ったりしま

す。

併設型 　校舎改築などに伴な

って今後、渡り廊下で

小・中学校を結ぶなど

の併設型となる中学校

区もあります。

→

→
　小学校と中学校が同

じ校舎で、義務教育９

年間を通したカリキュ

ラムを編成し、小学校

１年生から中学校３年

生がともに学校生活を

送り、９年間の一貫し

た学習や活動を行いま

す。

一体型 　十日町市では、一体

型の予定はありませ

ん。

ふるさと十日町市を愛する子どもに育ってほしい

■問合せ：学校教育課　☎757-3336

（中学校）

（小学校）

（小学校） （中学校）

（小学校） （小学校）
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ま
す
。
ま
た
、
当
分
の
間
は
現
状
の
学

級
数
を
維
持
で
き
る
見
通
し
で
す
の
で

連
携
型
と
な
り
ま
す
。

【
中
里
中
学
校
区
　
連
携
型
】　

（
１
中
学
校
と
３
小
学
校
）

　
津
南
中
等
教
育
学
校
に
隣
接
し
、
同

校
へ
進
学
す
る
児
童
が
い
ま
す
。
中
里

中
学
校
で
は
生
徒
数
維
持
に
少
な
か
ら

ず
影
響
を
受
け
て
い
ま
す
。
中
里
中
学

校
と
田
沢
・
倉
俣
・
貝
野
の
３
小
学
校

は
、
距
離
差
が
あ
る
た
め
に
連
携
型
と

な
り
ま
す
。

【
松
代
中
学
校
区
　
連
携
型
ま
た
は
併

設
型
】　（
１
中
学
校
と
３
小
学
校
）

　
松
代
中
学
校
と
松
代
・
孟
地
・
奴
奈

川
の
３
小
学
校
は
、
距
離
差
が
あ
る
た

め
に
現
状
で
は
連
携
型
と
な
り
ま
す

が
、
松
代
小
学
校
は
耐
震
化
計
画
に
よ

り
校
舎
の
改
築
工
事
を
行
い
ま
す
の

で
、
校
舎
移
設
や
複
式
校
統
合
が
行
わ

れ
る
場
合
に
は
、
併
設
型
も
見
込
ま
れ

ま
す
。

　
指
定
す
る
モ
デ
ル
中
学
校
区
は
、
各

中
学
校
区
の
教
育
環
境
や
地
域
の
状
況

を
踏
ま
え
、
次
の
４
中
学
校
区
と
し
ま

し
た
。
各
中
学
校
区
の
学
校
、
保
護
者

や
地
域
関
係
者
に
説
明
し
、
合
意
を
得

た
な
か
で
指
定
し
ま
す
。

　
ほ
か
の
６
中
学
校
区
で
も
、
順
次
準

備
を
進
め
、
全
中
学
校
区
で
の
実
践
に

つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

【
下
条
中
学
校
区
　
併
設
型
】　

（
１
中
学
校
と
１
小
学
校
）

　
私
立
の
併
設
す
る
幼
稚
園
・
保
育
園

が
１
園
あ
り
、地
域
全
体
で
幼
・
保
・
小
・

中
連
携
の
教
育
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
ま
た
、
小
中
一
貫
教
育
に
高
い
関

心
を
も
ち
、「
下
条
の
教
育
を
考
え
る

会
」
を
組
織
し
、
学
習
会
や
実
施
校
視

察
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
下
条
中
学
校
と
下
条
小
学
校
は
、
隣

接
し
た
敷
地
内
に
あ
り
、
下
条
小
学
校

は
耐
震
化
計
画
に
よ
り
校
舎
・
屋
内
体

育
館
の
改
築
工
事
を
行
い
ま
す
の
で
併

設
型
と
な
り
ま
す
。

【
川
西
中
学
校
区
　
連
携
型
】

（
１
中
学
校
と
３
小
学
校
）

　
千
手
・
上
野
・
橘
の
３
小
学
校
は
、

各
学
年
１
学
級
の
小
規
模
な
小
学
校
で

あ
り
、
川
西
中
学
校
と
距
離
差
が
あ
り

４
つ
の
モ
デ
ル
中
学
校
区
の

指
定

【学習指導の区分】

　
各
中
学
校
の
実
態
を
十
分
考
慮
し
、

実
施
で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

○
学
力
や
学
習
意
欲
の
向
上
及
び
学
習

習
慣
の
確
立
を
図
り
ま
す
。

○
中
１
ギ
ャ
ッ
プ
の
解
消
と
豊
か
な
心

を
は
ぐ
く
み
ま
す
。 

○
特
別
支
援
教
育
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し

ま
す
。

○
児
童
生
徒
の
交
流
を
推
進
し
、
社
会

性
を
は
ぐ
く
み
ま
す
。

○
中
学
校
区
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
を
定

め
、
９
年
間
の
豊
か
な
育
ち
を
は
ぐ

く
み
ま
す
。

○
特
色
あ
る
教
育
活
動
を
推
進
し
、
地

域
を
愛
す
る
児
童
生
徒
を
育
て
ま

す
。

○
学
校
・
家
庭
・
地
域
が
一
体
と
な
っ

て
、
児
童
生
徒
の
健
や
か
な
成
長
を

支
え
ま
す
。

※
中
学
校
区
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン

：

９

年
間
を
見
通
し
た
児
童
生
徒
像
、
小

中
一
貫
教
育
の
期
待
と
効
果
、
教
科

な
ど
の
重
点
的
指
導
内
容
を
盛
り
込

ん
だ
中
学
校
区
の
共
通
し
た
推
進
計

画
を
デ
ザ
イ
ン
化
し
た
も
の

中
学
校
区
の
主
な
取
り
組
み

９
年
間
を
見
通
し
た

学
習
指
導
の
区
分

小
中
一
貫
教
育
で
目
指
す
子
ど
も
の
姿

「
ふ
る
さ
と
十
日
町
市
を
愛
し
、
自
立
し
て
社
会
で
生
き
る
子
ど
も
」

　
小
中
一
貫
教
育
を
進
め
る
う
え
で
、
新
学
習
指
導
要
領
に
示
さ
れ
て
い
る
「
生
き

る
力
」
も
踏
ま
え
て
、
目
指
す
子
ど
も
の
姿
を
『
ふ
る
さ
と
十
日
町
市
を
愛
し
、
自

立
し
て
社
会
で
生
き
る
子
ど
も
』
と
し
ま
し
た
。

　
目
指
す
子
ど
も
の
姿
の
実
現
の
た
め
に
は
、
中
学
校
を
卒
業
す
る
と
き
の
生
徒
の

姿
を
し
っ
か
り
と
描
き
、
９
年
間
を
見
通
し
た
教
育
課
程
を
編
成
し
、
今
ま
で
以
上

に
小
学
校
間
や
小
・
中
学
校
間
の
連
携
を
深
め
た
教
育
活
動
を
展
開
し
て
い
く
こ
と

が
重
要
で
す
。

　
今
後
、
学
校
関
係
者
や
地
域
の
皆
さ
ん
に
説
明
し
、
理
解
し
て
も
ら
い
な
が
ら
、

学
校
や
家
庭
・
地
域
・
教
育
委
員
会
が
一
体
と
な
っ
て
小
中
一
貫
教
育
を
試
行
か
ら

実
施
へ
と
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

修業年数 小学校課程６年間 中学校課程３年間

指導区分 前　期 中　期 後　期

指導区分
の特徴

　学習の習熟や生活習慣の確立を図る期
間です。

　小・中学校の教員が協力し
て接続の充実を図り、学力の
向上や中１ギャップなどの解
消を図る期間です。

　自立して生きる
力をはぐくむ義務
教育９年間のまと
めの期間です。

学年区分 小１ 小２ 小３ 小４ 小５ 小６ 中１ 中２ 中３

学習指導 学級担任制

一部教科担任制（※１）

乗り入れ授業（※２）

教科担任制

※１　一部教科担任制：小学校５・６年において、

一部の教科を学級担任以外の小学校教員や中学校

教員が授業を行うこと

※２　乗り入れ授業：小学校の教員が中学校で、中

学校の教員が小学校で授業をしたり、TT授業（※

３）をしたりすること

※３　TT（チームティーチング）授業：複数の教員

がチームを作り、協力して授業を行う指導方法の

こと

〈乗り入れ授業の例〉

　中学校理科教員　→　小５・６年の理科

　中学校英語教員　→　小５・６年の外国語活動

　中学校数学教員　→　小５・６年の算数

　中学校美術教員　→　小５・６年の図工

　小学校教員　　　→　中１〜３年の音楽

　　　　　　　　　　　中１〜３年の家庭科

　小・中学校教員のTT授業（※３）

　
前
期
（
小
学
校
１
年
〜
４
年
）、
中

期
（
小
学
校
５
年
〜
中
学
校
１
年
）、

後
期
（
中
学
校
２
〜
３
年
）
と
し
、
小

学
校
か
ら
中
学
校
へ
の
円
滑
な
連
携
・

接
続
を
図
る
た
め
に
、
中
期
に
重
点
を

お
き
ま
す
。

小学校の卒業式や中学校の入学式は、現在と同じように実施します。
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平成23年度
採　用

十
日
町
市
職
員
（
学
芸
員
１
人
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を
募
集
し
ま
す

　
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
人

①
昭
和
45
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ

た
人

②
大
学
ま
た
は
大
学
院
で
考
古
学
の
専

門
教
育
を
受
け
た
人

③
発
掘
調
査
及
び
整
理
事
業
の
経
験
が

豊
富
で
、
発
掘
調
査
報
告
書
な
ど
の

執
筆
実
績
が
あ
る
人

④
学
芸
員
資
格
を
有
す
る
人
（
23
年
３

月
末
ま
で
の
取
得
見
込
者
を
含
む
）

⑤
日
本
国
籍
を
有
す
る
人

【
書
類
選
考
】

　
※
結
果
は
12
月
中
に
全
員
へ
通
知

【
１
次
試
験

：

口
述
試
験
】

　
期
日
＝
23
年
１
月
９
日
㈰
（
予
定
）

　
会
場
＝
十
日
町
保
健
セ
ン
タ
ー
（
市

　
役
所
隣
）
※
詳
細
は
書
類
選
考
合
格

　
者
へ
通
知

【
２
次
試
験

：

面
接
試
験
】

　
期
日
＝
23
年
１
月
下
旬
※
詳
細
は
１

次
試
験
合
格
者
へ
通
知

①
職
員
採
用
試
験
申
込
書

②
発
掘
調
査
・
報
告
書
執
筆
等
経
歴
書

③
成
績
証
明
書（
最
終
卒
業
校
の
も
の
）

④
学
芸
員
資
格
を
確
認
で
き
る
証
明
書

（
取
得
見
込
者
を
除
く
）

⑤
本
人
執
筆
の
代
表
的
な
研
究
論
文
の

主
要
か
所
の
写
し
及
び
１
、
０
０
０

字
以
内
の
要
約
（
様
式
任
意
）

⑥
返
信
用
切
手
（
80
円
切
手
３
枚
）

※
①
・
②
の
用
紙
は
人
事
係
に
配
置
。

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載

※
受
け
付
け
た
書
類
は
返
却
し
ま
せ
ん

　
11
月
26
日
㈮
〜
12
月
13
日
㈪
の
間

に
、
持
参
（
本
人
以
外
も
可
、
受
付
は

平
日
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15

分
）
ま
た
は
郵
送
で
必
要
書
類
を
人
事

係
へ
提
出
（
12
月
13
日
必
着
）

　
平
成
23
年
４
月
１
日
（
所
定
の
時
期

ま
で
に
学
芸
員
資
格
を
取
得
で
き
な
か

っ
た
場
合
は
採
用
さ
れ
ま
せ
ん
）

　
１
７
２
、
２
０
０
円
（
平
成
22
年
４

月
１
日
現
在
の
新
卒
者
の
場
合
。
経
験

年
数
に
よ
り
異
な
り
ま
す
）

●
受
験
資
格

●
選
考
方
法

●
申
込
み
方
法

●
必
要
書
類

●
給
与
（
初
任
給
）

●
採
用
日

■
申
込
み
・
問
合
せ
　
総
務
課
人
事
係
　
☎
７
５
７
―
９
７
８
７

十
日
町
市
事
務
支
援
員
（
大
卒
）（
臨
時
職
員
）
を
募
集
し
ま
す

　
一
般
行
政
事
務
を
補
助
す
る
事
務
支

援
員
を
募
集
し
ま
す
。
Ｉ
・
Ｕ
タ
ー
ン

者
歓
迎
。

●
募
集
人
数

：

20
人
程
度

●
応
募
資
格

　
４
年
制
大
学
を
卒
業
ま
た
は
23
年
３

月
卒
業
見
込
み
の
人（
年
齢
制
限
な
し
）

●
選
考
方
法

　【
１
次
試
験

：

書
類
選
考
】

　
　
履
歴
書
、
小
論
文
を
基
に
選
考
し

ま
す
※
結
果
は
23
年
１
月
下
旬
に
書

面
で
通
知

　【
２
次
試
験

：

面
接
試
験
】

　
　
期
日
＝
23
年
１
月
30
日
㈰

　
　
会
場
＝
十
日
町
保
健
セ
ン
タ
ー

　
※
結
果
は
23
年
２
月
上
旬
に
書
面
で

　
通
知

●
必
要
書
類

　
①
指
定
様
式
の
履
歴
書
（
す
べ
て
自

　
　
筆
で
記
入
し
、写
真
を
張
り
付
け
）

　
②
卒
業
（
見
込
）
証
明
書
ま
た
は
卒

　
　
業
証
書
の
写
し

　
③
小
論
文
（
テ
ー
マ
「
大
好
き
私
の

　
　
十
日
町
」、
４
０
０
字
詰
め
原
稿

　
　
用
紙
２
枚
以
内
に
自
筆
で
記
入
。

　
　
ワ
ー
プ
ロ
は
不
可
）

　
※
①
の
用
紙
は
人
事
係
に
配
置
。
市

　
　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載

●
申
込
み
方
法

　
12
月
20
日
㈪
〜
23
年
１
月
17
日
㈪
の

間
に
、
持
参
（
本
人
以
外
も
可
、
受
付

は
平
日
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15

分
）
ま
た
は
郵
送
で
必
要
書
類
を
人
事

係
へ
提
出
（
１
月
17
日
必
着
）

●
任
用
期
間

　
23
年
４
月
１
日
〜
９
月
30
日
の
６
か

月
間
（
以
後
６
か
月
ご
と
に
最
長
５
年

間
更
新
さ
れ
る
場
合
あ
り
）

●
勤
務
時
間

　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分
の

７
時
間
勤
務（
休
憩
時
間
１
時
間
あ
り
）

●
休
日

：

土
・
日
曜
日
、
祝
日

●
給
与

：

月
１
５
５
、
４
０
０
円
（
時

給
１
、
１
１
０
円
、
月
20
日
勤
務
し
た

場
合
）

●
社
会
保
険
な
ど

：

健
康
保
険
、
厚
生

　
年
金
、
雇
用
保
険
に
加
入

●
手
当

通
勤
手
当

：

通
勤
距
離
に
応
じ
て
支
給

（
上
限
あ
り
）

時
間
外
勤
務
手
当

：
時
間
外
勤
務
を
し

た
場
合

※
そ
の
ほ
か
の
手
当
は
あ
り
ま
せ
ん

瑞
宝
双
光
章

瑞
宝
双
光
章

藍
綬
褒
章

（
消
防
功
労
）

（
消
防
功
労
）

（
保
護
司
功
労
）

中島　松雄さん

（新座３・72歳）

齋木　薫夫さん
（四日町２・70歳）

鈴木　一昭さん

（重地・76歳）

　
永
年
に
わ
た
り
保
護
司
を
務
め
て
い

る
功
績
で
、
鈴
木
一
昭
さ
ん
が
秋
の
褒

章
に
輝
き
ま
し
た
。
　

　
鈴
木
さ
ん
は
、
平
成
元
年
か
ら
現
在

ま
で
の
22
年
間
に
わ
た
り
保
護
司
を
務

め
、
18
年
か
ら
21
年
ま
で
は
十
日
町
・

津
南
地
区
保
護
司
会
副
会
長
を
務
め
ま

し
た
。
20
年
に
は
法
務
大
臣
表
彰
を
受

賞
し
、
豊
富
な
経
験
や
知
識
か
ら
、
罪

を
犯
し
た
人
の
立
ち
直
り
の
支
援
と
犯

罪
予
防
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
受
章

に
あ
た
り
鈴
木
さ
ん
は
、「
受
章
を
聞

い
た
と
き
は
、
ま
さ
か
と
思
い
信
じ
ら

れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
れ
も
出
会
っ
た

人
や
家
族
の
理
解
が
あ
っ
た
お
か
げ
で

す
。
一
番
印
象
に
残
っ
て
い
る
の
は
、

更
生
を
担
当
し
て
い
た
人
の
結
婚
式
に

呼
ば
れ
た
こ
と
。
立
ち
直
っ
て
頑
張
っ

て
い
る
姿
を
見
る
こ
と
が
何
よ
り
の
喜

び
で
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
永
年
に
わ
た
り
、
消
防
の
危
険
業
務

に
従
事
し
た
功
績
が
認
め
ら
れ
、
中
島

松
雄
さ
ん
が
４
月
10
日
に
発
表
さ
れ
た

叙
勲
に
輝
き
ま
し
た
。

　
中
島
さ
ん
は
、
昭
和
32
年
に
消
防
士

を
拝
命
以
来
、
36
年
の
永
き
に
わ
た
り
、

豊
富
な
経
験
を
駆
使
し
て
数
多
く
の
災

害
や
火
災
、
救
急
・
救
助
現
場
に
出
動
。

分
隊
長
、
小
隊
長
と
し
て
部
下
を
指
揮

し
、
被
害
を
最
小
限
に
食
い
止
め
ま

し
た
。
ま
た
、
平
成
３
年
か
ら
予
防
課

長
と
し
て
、
消
防
装
備
の
整
備
拡
充
や

予
防
行
政
の
推
進
に
情
熱
を
傾
け
ま
し

た
。
消
防
署
長
・
消
防
本
部
次
長
を
最

後
に
退
職
。
消
防
生
活
41
年
間
を
振
り

返
っ
て
中
島
さ
ん
は
、「
力
を
合
わ
せ

て
、
事
故
を
起
こ
さ
な
い
こ
と
が
安
心

感
に
つ
な
が
り
ま
す
。
職
員
全
員
の
頑

張
り
が
今
回
の
受
章
に
つ
な
が
っ
た
と

感
謝
し
て
い
ま
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
永
年
に
わ
た
り
、
消
防
の
危
険
業
務

に
従
事
し
た
功
績
が
認
め
ら
れ
、
齋

木
薫
夫
さ
ん
が
秋
の
叙
勲
に
輝
き
ま
し

た
。

　
齋
木
さ
ん
は
、
昭
和
35
年
に
消
防
士

に
拝
命
さ
れ
て
以
来
、
41
年
の
永
き
に

わ
た
り
、
幾
多
の
水
・
火
災
・
救
急
・

救
助
現
場
に
出
動
し
、
特
に
火
災
予
防

の
啓
発
に
尽
力
し
て
き
ま
し
た
。
平
成

８
年
か
ら
退
職
ま
で
は
消
防
司
令
長
を

務
め
、
消
防
本
部
の
予
防
課
長
、
消
防

署
長
、
消
防
本
部
次
長
を
歴
任
し
ま
し

た
。
受
章
に
あ
た
り
齋
木
さ
ん
は
、「
受

章
し
た
の
は
、
職
場
の
先
輩
方
か
ら
の

温
か
い
ご
指
導
と
同
僚
の
支
え
の
お
か

げ
で
す
。
私
一
人
が
も
ら
っ
た
も
の
で

は
な
く
、
職
場
の
皆
さ
ん
を
代
表
し
て

受
章
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
職
員
を

支
え
る
家
族
の
皆
さ
ん
に
も
、
感
謝
し

て
い
ま
す
」
と
謙
虚
に
話
し
ま
し
た
。

　さまざまな分野で永年にわたり活躍・貢献した皆さんが国から表彰されました。

晴れの栄誉に輝いた皆さん、おめでとうございます。

叙勲・褒章
おめでとうございます
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中
学
生
の
税
に
つ
い
て
の
作
文

　
十
日
町
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
、
十

日
町
税
務
署
、
十
日
町
市
租
税
教
育
推

進
協
議
会
で
は
、
中
学
生
を
対
象
に
、

税
に
つ
い
て
の
作
文
を
募
集
し
ま
し

た
。入
選
者
を
紹
介
し
ま
す
。（
敬
称
略
）

●
十
日
町
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
長
賞

　
野
上
　
恭
代
　（
吉
田
中
３
年
）　
　

　
　「
感
謝
と
覚
悟
」　
　
　
　
　
　

●
十
日
町
税
務
署
長
賞

　
大
島
　
櫻
　
　（
水
沢
中
３
年
）　
　

　
　「
国
民
全
員
が
生
活
し
や
す
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
社
会
づ
く
り
」

　
関
谷
　
広
美
　（
松
代
中
３
年
）

　
　「
日
本
国
民
の
一
員
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
き
る
こ
と
」

●
関
東
信
越
税
理
士
会
十
日
町
支
部
長
賞

　
小
川
　
拓
海
　（
十
日
町
中
３
年
）

　
　「
高
校
無
償
が
将
来
を
支
え
る
」

●
南
魚
沼
地
域
振
興
局
長
賞

　
貝
澤
　
美
聡
　（
十
日
町
中
３
年
）

　
　「
税
に
感
謝
」

●
十
日
町
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
優
秀
賞

　
西
川
　
舞
　
　（
中
条
中
３
年
）

　
　「
税
に
つ
い
て
」

　
根
津
　
瞳
　
　（
南
中
３
年
）　
　

　
　「
税
金
の
使
い
道
に
つ
い
て
」

　
髙
橋
　
亜
希
　（
下
条
中
３
年
）　
　

　
　「
大
切
な
税
金
」

　
南
雲
玲
美
香
　（
中
里
中
３
年
）

　
　「
無
償
で
も
…
」

●
十
日
町
市
租
税
教
育
推
進
協
議
会
長
賞

　〈
最
優
秀
賞
〉

　
登
坂
奈
津
美
　（
十
日
町
中
３
年
）

　
　「
命
を
救
う
た
め
に
」

　〈
優
秀
賞
〉　

　
澁
谷
　
沙
貴
　（
南
中
３
年
）　
　
　

　
　「
世
の
中
の
当
り
前
は
…
」　
　
　

　
生
越
　
千
愛
　（
下
条
中
３
年
）

　
　「
税
に
つ
い
て
」

　〈
入
選
〉

　
髙
橋
　
謙
寛
　（
十
日
町
中
３
年
）　

　
　「
自
分
た
ち
と
税
」　
　
　
　
　
　

　
村
山
　
由
樹
　（
十
日
町
中
３
年
）

　
　「
税
か
ら
考
え
る
日
本
の
未
来
」

　
村
武
寿
々
香
　（
中
条
中
３
年
）　
　

　
　「
税
金
の
つ
か
い
道
」　
　
　
　
　

　
小
杉
　
佑
希
　（
中
条
中
３
年
）

　
　「
税
に
つ
い
て
」

　
池
田
な
る
み
　（
南
中
３
年
）　
　
　

　
　「
身
近
な
税
金
に
つ
い
て
」　
　
　

　
長
谷
川
菜
津
美（
南
中
３
年
）

　
　「
税
に
つ
い
て
」

　
長
谷
川
夕
夏
　（
南
中
３
年
）　
　
　

　
　「
納
税
と
税
の
使
い
方
」　
　
　
　

　
小
澤
　
僚
　
　（
吉
田
中
３
年
）　

　
　「
税
金
を
考
え
て
み
て
」

　
水
落
　
哲
朗
　（
下
条
中
３
年
）　
　

　
　「
税
に
つ
い
て
」　
　
　
　
　
　
　

　
島
田
　
秀
行
　（
中
里
中
３
年
）

　
　「
五
％
の
消
費
税
」

十日町市文化協会連合会文化賞

■
表
彰
状
　（
敬
称
略
）

○
樋
口
榮
子
（
中
条
旭
町
）

　
い
な
ほ
会
を
結
成
し
、
会
主
と
し

て
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
通
じ
舞
踊
道

の
発
展
と
十
日
町
市
の
Ｐ
Ｒ
に
尽
力

○
佐
藤
　
清
（
本
町
７
―
２
）

　
長
年
に
わ
た
り
、
民
謡
協
会
の
役

員
と
し
て
技
芸
発
展
に
精
励
、
後
進

の
育
成
指
導
に
貢
献

○
高
橋
テ
イ
（
美
雪
町
３
）

　
民
謡
越
山
会
に
入
門
以
来
、
指
導

的
立
場
で
数
々
の
栄
光
に
輝
く
と
と

も
に
、
民
謡
文
化
の
発
展
に
尽
力

　第16回十日町市文化協会連合会（桾澤英男

会長）の文化祭が11月３日（文化の日）に開

かれ、地域の芸術・文化振興に貢献した３人が

表彰されました。

十日町市の観光資源画像を
 年賀状作成にご利用ください！
　市内の観光資源画像を年賀状に活用しても

らうため、市観光協会ホームページ（http://

www.tokamachishikankou.jp/）から、各種

画像を取り込めるようにしていますので、ご利

用ください。

◆提供している画像

　・十日町雪まつり雪上カーニバル

　・雪の信濃川

　・ミス十日町雪まつり

　・国宝火焔型土器

　・大白倉のバイトウ

　・雪原カーニバルなかさと（２種類）

　・清津峡の紅葉

　・儀明の棚田

　・婿投げ

　・松之山温泉湯やぐら

◆問合せ

　市観光協会　☎757-3345

第48回技能五輪全国大会
「建築大工」の競技で３位入賞！

　10月22日 ㈮ 〜

25日㈪に神奈川

県で開催された第

48回技能五輪全

国 大 会 で、 高 橋

厚さん（中屋敷・

20歳 ） が「 建 築

大工」の競技に出場し、見事銅賞に輝きました。

　現在は県立魚沼テクノスクール（魚沼市）の

木造建築科に在籍し、技術を学んでいる高橋さ

ん。父親が大工で、幼いころから現場に連れて

行ってもらい、そのころから大工になろうと

思っていたそうです。受賞にあたり、「本番が

今までで一番の出来でした。父も入賞をとても

喜んでくれました。入賞を自信にして、企業に

入ってからも仕事を任せてもらえるように頑張

りたい」と話しました。

関東管区警察局長
関東安全運転管理者協議会連合会長表彰

（交通安全優良事業所）

　㈱吉楽土建は、長年にわたり、社長を先頭に

従業員全員が交通安全活動に熱心に取り組むな

ど、地域の交通安全推進事業所のリーダーとし

ての功績が認められました。自社とグループ企

業約100人で、事故防止に関する朝礼を実施。

また、夏と冬の２回、「社長からの手紙」を全

従業員の自宅に発送し、家族ぐるみで事故防止

に取り組んでいます。吉楽正治常務は、「従業

員の安全に対する意識も変わり、自覚を持って

運転しています。基本と日々の安全への意識の

積み重ねがとても大事です」と話しました。

㈱吉楽土建（上新井・代表取締役　吉楽正雄）

　以下の物件について、公売・入札を行います。

【旧室野保育園跡地】　

■物件　土地（更地）※現状有姿渡し

　十日町市室野字向田638番１（室野地内）

　宅地：1,104.31㎡（実測面積、登記地積共）

　入札保証金免除、契約保証金：268,000円（土地代金の

一部に充当します）

　入札最低価格：2,680,000円

■資料の閲覧期間・場所

　（※入札申込期限及び申込書提出先も同じ）

　11月29日㈪～ 12月16日㈭まで

　※土・日曜日を除く（午前８時30分～午後５時15分）

　財政課管財係　※申込書はホームページにも掲載

■入札

　日時：12月22日㈬　午後２時～（同日開札）

　場所：本庁地階　会議室

■現場説明

　希望者は問合せ先まで申し込んでください（閲覧期間中

は、随時受付）。

■問合せ　財政課管財係　☎757-9914

市有地を公売します

至上越

至福島

至松代
R403

渋海川
●奴奈川
　小学校

●室野プール

県
道
月
池
松
代
線

当該地

案内図
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（３）特別休暇の導入状況

　特別休暇は、結婚、出産、お悔やみ、そのほか特別な事情により勤務しないことが相当な場合、条例

の定めるところにより与えられる休暇です。（有給）

３．職員の勤務時間その他の勤務条件の状況

※一部職場によっては時間差勤務を行っています

（１）勤務時間の状況

　全職員について、労働基準法の限度内である１日８時間、１週間40時間となっています。

１週間の正規の
勤務時間

１ 日 の 正 規 の 勤 務 時 間
開始時間 終了時間 休憩時間

40時間 ８時間 8：30 17：30 12：00〜13：00

（２）年次有給休暇の取得状況（H21. １. １〜H21.12.31）

　年次有給休暇は、１年ごとに20日付与され、20日を超

えない範囲内の残日数は、翌年に繰り越すことができます。
※市長部局に在職する一般職員を対象とした数字です

総取得日数 全対象職員数 平均取得日数

4,351日 446人 9.8日

（４）介護休暇の取得状況

　介護休暇は、職員の家族を介護するため勤務しないことが相当な場合、条

例の定めるところにより６か月以内の期間で与えられる休暇です。（無給）

取 得 職 員 数

０人

（５）育児休業の取得状況

　育児休業は、法律及び条例の定めるところにより、職員が３歳に満たない

子を養育する必要がある場合において休業できる制度です。（無給）

取 得 職 員 数

14人

４．職員の分限及び懲戒処分の状況
（１）分限処分の状況

　分限処分とは、法律に定められた事由に該当した場合に、職員の意に反してその身分に不利益な変動

をもたらす処分のことをいい、地方公務員法第28

条に規定されています。

　分限処分には、降任・免職・休職・降給の４種類

があります。

降　任 免　職 休　職 降　給 合　計

０人 ０人 ８人 ０人 ８人

分限処分者数

　平成21年度（H21.４.１〜

H22.３.31）の状況は、全体で

退職者５人、採用者６人となっ

ています。

１．任免の状況 ①退職者の状況

区　　分 人　数

定 年 退 職 ３人　　

勧 奨 退 職 １人　　

普 通 退 職 １人　　

そ の 他 ０人　　

合 計 ５人　　

②採用者の状況

区　　分 人　数

消 防 士 上 級 ２人　　

消 防 士 初 級 ４人　　

そ の 他 ０人　　

合　　　　 計 ６人　　

（２）勤務成績の評定の状況

　十日町市では職員の人材育成及び業務効率の向上を目的として、定期的（年２回、１月と７月）に勤

務成績の評価を行っています。

（１）職員の研修の状況

　十日町市では公務の基礎知識から高度な行政運営までの能力を養うため、新潟県市町村総合事務組合

などが行う研修を職員に受講させています。平成21年度は延べ1,641人の職員が研修に参加しました。

５．職員の研修及び勤務成績の評定の状況

（２）懲戒処分の状況

　懲戒処分とは、任命権者が職員の一定の義務違反に対して、その責任を追及して行う行政上の不利益

処分のことをいい、地方公務員法第29条に規定さ

れています。

　懲戒処分には、免職、停職、減給、戒告の４種類

があります。

免　職 停　職 減　給 戒　告 合　計
０人 ０人 ０人 １人 １人

懲戒処分者数

６．職員の福祉及び利益の保護の状況
（１）厚生計画の状況 （２）公務災害などの状況

区　分 事　　業　　名 事　　業　　内　　容

厚生制度
定期健康診断 定期健康診断及び事後指導など
人間ドック 人間ドック、脳ドック
メンタルヘルス研修会 メンタルヘルス対策の研修会

共済制度
短期給付 保険給付（医療保険）、休業給付など
長期給付 退職共済年金、障害共済年金、遺族共済年金など
福祉事業 貸付事業、保健事業、宿泊施設運営など

認 定 請 求 の 状 況

公務災害 通勤災害

２件 ０件

※消防職の交替制勤務職員は１当務あたり16時間であり、３交替制でローテーション勤務となっています。

２．職員の勤務時間その他の勤務条件の状況
（１）勤務時間の状況

　全職員について、労働基準法の限度内である１日８時間、１週間40時間となっています。

１週間の正規の
勤務時間

１ 日 の 正 規 の 勤 務 時 間
開始時間 終了時間 休憩時間

40時間 ８時間 8：30 17：30 12：00〜13：00

（２）年次有給休暇の取得状況（H21. １. １〜H21.12.31）

　年次有給休暇は、１年ごとに20日付与され、20日を超

えない範囲内の残日数は、翌年に繰り越すことができます。※９か月以上在職した職員を集計

総取得日数 全対象職員数 平均取得日数

1,065日 122人 8.7日

　十日町地域広域事務組合人事行政の運営等の状況の公表に関する条例に基づき、平成21年度の人事行

政の運営などの状況について公表します。なお、公表項目の職員給与に関して、平成21年度分について

は平成21年12月25日号の市報に掲載しました。平成22年度分については平成22年12月25日号の市報に掲

載する予定です。

人事行政事情のお知らせ 十日町地域広域事務組合

　十日町市人事行政の運営等の状況の公表に関する条例に基づき、平成21年度の人事行政の運営などの

状況について公表します。なお、公表項目の職員給与に関して、平成21年度分については平成21年12月

25日号の市報に掲載しました。平成22年度分については平成22年12月25日号の市報に掲載する予定です。

人事行政事情のお知らせ 十日町市

１．任免の状況 ①退職者の状況 ②採用者の状況

　平成21年度（H21.４.１〜

H22.３.31）の状況は、全体で

退職者42人、採用者16人とな

っています。

区　　分 人　数
定 年 退 職 19人
勧 奨 退 職 10人
普 通 退 職 10人
そ の 他 3人
合 計 42人

区　　分 人　数
上 級 12人
中 級 0人
初 級 2人
教 育 職 員 0人
そ の 他 2人
合 計 16人

２．職員数に関する状況
　平成18年３月に定員適正化計画を策定し、平成18年度から平成22年度までの５年間で職員数を57人

削減し、709人にする目標を定めました。平成22年度の職員数は642人となり、目標以上の職員数削減

を達成しました。

区　　分 平成17年度 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 計
定員適正化計画に

おける職員数 766人 749人 742人 729人 720人 709人

増　　　減 △17 △7 △13 △9 △11 △57
職　員　数 766人 749人 729人 703人 679人 642人
増　　　減 △17 △20 △26 △24 △37 △124

（４月１日現在）
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（４）介護休暇の取得状況

　介護休暇は、職員の家族を介護するため勤務しないことが相当な場合、条

例の定めるところにより６か月以内の期間で与えられる休暇です。（無給）
取 得 職 員 数

０人

（５）育児休業などの取得状況

　育児休業は、法律及び条例の定めるところにより、職員が３歳に満たない

子を養育する必要がある場合において休業できる制度です。（無給）
取 得 職 員 数

０人

（２）勤務成績の評定の状況

　十日町地域広域事務組合では職員の人材育成及び業務効率を増進させることを目的として、定期的（年

２回、１月と７月）に勤務成績の評価を行っています。

（１）職員の研修の状況

　十日町地域広域事務組合では消防救急技術を養うため、新潟県消防学校などが行っている研修を職員

に受講させています。平成21年度は29人の職員が各種研修に参加しました。

４．職員の研修及び勤務成績の評定の状況

３．職員の分限及び懲戒処分の状況
（１）分限処分の状況

　分限処分とは、法律に定められた事由に該当した場合に、職員の意に反してその身分に不利益な変動

をもたらす処分のことをいい、地方公務員法第28

条に規定されています。

　分限処分には、降任・免職・休職・降給の４種類

があります。

降　任 免　職 休　職 降　給 合　計

０人 ０人 ０人 ０人 ０人

分限処分者数

（２）懲戒処分の状況

　懲戒処分とは、任命権者が職員の一定の義務違反に対して、その責任を追及して行う行政上の不利益

処分のことをいい、地方公務員法第29条に規定さ

れています。

　懲戒処分には、免職、停職、減給、戒告の４種類

があります。

免　職 停　職 減　給 戒　告 合　計
０人 ０人 ０人 ０人 ０人

懲戒処分者数

区　分 事　　業　　名 事　　業　　内　　容

厚生制度

定期健康診断 定期健康診断及び事後指導など
人間ドック 人間ドック、脳ドック
B型肝炎検査、予防接種 消防職員を対象とする検査
特定業務従事者検診 特定業務従事の消防職員を対象とする検診

共済制度
短期給付 保険給付（医療保険）、休業給付など
長期給付 退職共済年金、障害共済年金、遺族共済年金など
福祉事業 貸付事業、保健事業、宿泊施設運営など

認定請求の状況

公務災害 通勤災害

０件 ０件

５．職員の福祉及び利益の保護の状況
（１）厚生計画の状況 （２）公務災害などの状況

（３）特別休暇などの導入状況

　特別休暇は、結婚、出産、お悔やみ、そのほか特別な事情により勤務しないことが相当な場合、条例

の定めるところにより与えられる休暇です。（有給）　
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な
ど
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
６
年
前
の
中
越
大
震

災
で
集
落
内
に
大
き
な
被
害
を
受
け
た
、
六
箇
地
区
・
二
ツ
屋
集
落
の
復
興
と
集

落
づ
く
り
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

十
日
町
市
里
山
セ
ン
タ
ー

︱
活
動
を
紹
介
し
ま
す
︱ 

③

㈶
山
の
暮
ら
し
再
生
機
構

〒948-8501
十日町市千歳町3-3

十日町市役所内
☎750-5260

FAX750-5261

勧
告
が
出
さ
れ
、
六
箇
小
学
校
体
育
館

で
の
避
難
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
地
震
で
、
昭
和
35
年
か
ら
大

切
に
育
て
て
き
た
地
域
の
財
産
で
あ
る

「
二
千
年
ハ
ス
」
の
育
成
が
困
難
に
な

り
、
集
落
の
皆
さ
ん
は
心
を
痛
め
て
い

ま
し
た
。

　
こ
の
二
千
年
ハ
ス
は
、
千
葉
県
検
見

川
遺
跡
か
ら
発
見
さ
れ
た
３
粒
の
ハ
ス

の
種
が
奇
跡
的
に
発
芽
し
、昭
和
26
年
、

ハ
ス
の
世
界
的
権
威
で
あ
る
大
賀
博
士

が
、
そ
の
ハ
ス
根
を
自
ら
二
ツ
屋
の
池

に
移
植
し
た
も
の
で
す
。
集
落
で
は
、

二
千
年
の
ロ
マ
ン
を
秘
め
た
ハ
ス
と
し

て
の
大
切
な
観
光
資
源
が
な
く
な
る
こ

と
に
大
き
な
危
機
感
を
感
じ
、
地
域
の

宝
を
再
生
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ら
に
き
れ
い
な
ハ
ス
が
多
く
咲
く
よ
う

頑
張
り
た
い
」
と
決
意
を
新
た
に
し
て

い
ま
す
。

　
21
年
度
は
、
５
回
の
集
落
づ
く
り
に

つ
い
て
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
重
ね
、

集
落
の
復
興
デ
ザ
イ
ン
（
計
画
）
が
出

来
上
が
り
ま
し
た
。
現
在
は
そ
の
計
画

に
基
づ
い
て
、
ハ
ス
が
観
賞
で
き
る
通

路
や
階
段
な
ど
を
整
備
す
る
工
事
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
来
年
は
、
さ
ら
に
美

し
い
二
千
年
の
ロ
マ
ン
を
秘
め
た
ハ
ス

の
花
が
、
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。
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雪
の
季
節
は
除
雪
、
凍
結
、
雪
崩
な

ど
、
事
故
や
ト
ラ
ブ
ル
の
危
険
が
い
っ

ぱ
い
。
雪
の
降
り
初
め
は
、
車
の
衝
突

や
転
落
事
故
が
多
発
し
ま
す
。
慎
重
な

運
転
を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

真
冬
の
ア
イ
ス
バ
ー
ン
や
除
雪
直
後
の

道
路
で
の
転
倒
に
も
十
分
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

　
安
全
を
確
保
し
な
が
ら
、
ル
ー
ル
を

守
っ
て
冬
を
乗
り
切
り
ま
し
ょ
う
。

③
除
雪
機
械
に
近
寄
ら
な
い

　
除
雪
作
業
を
す
る
と
き
は
必
ず
誘
導

員
を
付
け
、
作
業
中
は
必
ず
誘
導
員
の

指
示
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。
　

　
特
に
、
小
型
除
雪
機
の
事
故
が
毎
年

多
発
し
て
い
ま
す
。
雪
が
詰
ま
っ
た
と

き
に
は
必
ず
エ
ン
ジ
ン
を
停
止
し
て
か

ら
取
り
除
く
な
ど
、
事
故
防
止
に
努
め

ま
し
ょ
う
。

②
雪
お
ろ
し
に
注
意

④
流
雪
溝
の
正
し
い
使
い
方

①
作
業
中
は
流
雪
溝
の
ふ
た
が
開
い
て

い
る
こ
と
を
知
ら
せ
る
た
め
、
赤
い

カ
ラ
ー
コ
ー
ン
や
赤
い
旗
を
掲
示
し

て
く
だ
さ
い
。
作
業
終
了
後
は
速
や

か
に
ふ
た
を
閉
め
て
く
だ
さ
い
。

②
転
落
防
止
の
た
め
、
投
雪
口
に
付
け

て
あ
る
十
字
枠
は
絶
対
に
外
さ
な
い

　
で
く
だ
さ
い
。

③
道
路
の
中
央
に
設
置
し
て
あ
る
投
雪

口
を
利
用
す
る
と
き
は
、
必
ず
誘
導

員
を
置
い
て
く
だ
さ
い
。

④
河
川
へ
の
投
雪
は
水
上
が
り
の
原
因

に
な
る
の
で
や
め
て
く
だ
さ
い
。

⑤
貴
重
な
地
下
資
源

　
消
雪
パ
イ
プ
で
利
用
す
る
地
下
水
は

限
り
あ
る
資
源
で
す
。節
約
を
心
が
け
、

い
つ
ま
で
も
利
用
し
て
い
け
る
よ
う
大

切
に
使
い
ま
し
ょ
う
。

⑥
非
常
口
の
確
保

①
危
険
な
場
所
に
近
寄
ら
な
い

　
火
災
な
ど
の
緊
急
時
に
備
え
、
建
物

の
非
常
口
を
確
保
し
ま
し
ょ
う
。
防
火

水
槽
や
消
火
栓
の
除
雪
も
お
願
い
し
ま

す
。⑦

み
ん
な
で
気
配
り
運
転

　
除
雪
道
路
は
駐
車
禁
止
で
す
。
除
雪

作
業
の
迷
惑
に
な
ら
な
い
よ
う
に
し
ま

　
冬
場
は
夏
場
に
比
べ
危
険
な
場
所
が

い
っ
ぱ
い
で
す
。
町
内
な
ど
で
危
険
か

所
を
把
握
し
て
、
家
の
周
囲
で
の
雪
壁

崩
落
や
消
雪
池
・
流
雪
溝
へ
の
転
落
事

故
に
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　
雪
お
ろ
し
作
業
は
安
全
を
第
一
に
考

え
、足
元
に
は
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

屋
根
雪
な
ど
の
道
路
へ
の
投
げ
捨
て
は

禁
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。
や
む
を
得
ず
道

路
に
出
す
場
合
は
、
道
路
わ
き
に
積
み

上
げ
る
な
ど
し
て
、
速
や
か
に
片
づ
け

て
く
だ
さ
い
。

　
落
雪
式
屋
根
の
軒
下
に
は
絶
対
に
立

ち
入
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
ま

た
、
ガ
ス
や
灯
油
の
外
部
配
管
を
傷
つ

け
な
い
よ
う
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
雪
お
ろ
し
は
隣
接
す
る
家
屋
の
人
に

声
を
掛
け
、
お
互
い
の
迷
惑
を
考
え
な

が
ら
協
力
し
て
実
施
し
ま
し
ょ
う
。

　
気
温
が
低
く
降
雪
が
続
く
時
期
や
融

雪
期
に
は
、
雪
崩
が
起
こ
り
や
す
く
な

り
ま
す
。
雪
山
の
登
山
や
ス
キ
ー
場
な

ど
で
は
特
に
注
意
し
、
危
険
な
場
所
に

は
絶
対
に
近
づ
か
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

　
雪
崩
の
兆
候
や
危
険
な
場
所
を
見
つ

け
た
ら
、
す
ぐ
に
避
難
し
て
、
建
設

課
・
各
支
所
農
林
建
設
課
ま
た
は
地
域

振
興
局
地
域
整
備
部
へ
連
絡
し
て
く
だ

さ
い
。

⑧
雪
崩
に
あ
わ
な
い
た
め
に

　冷え込みが厳しくなると、屋外の水道管や蛇

口が凍って破裂することがあります。凍結事故

による修理費と水道料金は、使用者の負担にな

ります。十分な防寒対策を行いましょう。

◇凍結防止対策

　凍結しやすい所に保温材を巻いてください。

発砲スチロールなど水を吸収しない素材が有効

です。

◇破裂したとき

　メーターボックス内の止水栓を閉じてから、

指定工事店に修理をお願いしてください。冬期

間も検針を行います。メーターボックスの上に

物を置かないでください。

●問合せ

　上下水道局水道維持係　☎757-3115

●
問
合
せ
　
建
設
課
維
持
係

　
☎
７
５
７
―
９
９
３
２

水道管の凍結防止は
万全ですか？

◇メーター周りを除雪してください。屋根の雪

おろし作業をするときは、電線・電話線の切

断に注意してください。

◇ロータリー除雪機などで除雪作業をするとき

は、雪を電線・電話線・変圧器・メーターの

方向へ飛ばさないでください。また、バック

ホウなどで除雪作業をするときは、電話線な

どに十分注意してください。

◇変圧器や電線に触れると感電する恐れがあり

ます。電線が切れて路上などに落ちていても、

絶対にさわらないでください。見つけたとき

は、至急東北電力まで知らせてください。

■問合せ

　NTT東日本新潟 長岡サービスセンター

　☎0258-21-3600

　東北電力㈱コールセンター

　☎0120-175-366

　市道認定されていない道路「認定外道路」で

も、幅2.0ｍ以上あり、平場においては人家５

戸以上、中間地においては４戸以上、山間地に

おいては３戸以上の道路除雪に対して補助を行

います。

・補助率は、平場、中間地では６割、山間地で

は９割とします。

・消防器具置場などがあれば、上記戸数未満で

も対象となります。

・消雪パイプ路線の電気料も対象となります。

※詳細は問い合わせてください

■問合せ　建設課維持係　☎757-9932

NTT・東北電力からの
お願い

認定外道路除雪事業
補助金のご案内

守
っ
て
安
全
み
ん
な
で
気
配
り

雪
処
理
に
注
意
と
ご
協
力
を

処
理
に
注
意
と
ご
協
力
を

し
ょ
う
。
降
雪
・
積
雪
状
況
に
よ
り
、

交
通
規
制
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

　
運
転
者
は
、
水
は
ね
な
ど
で
歩
行
者

に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
、
気
配
り
あ

る
運
転
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。
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　代 表 者：代表取締役社長　富井　久雄
　所 在 地：十日町市珠川　珠川ネイチャーカレッジ内
　連 絡 先：☎758-4348
　Ｕ Ｒ Ｌ：http://www.echigo-misato-soba.com/
　従業員数：60人（パート除く）
　事業内容：リゾート関連施

設の運営管理、
食品製造

　採用計画：未定
　理念/方針：地域に愛され必

要とされる企業
経営を目指す

　代 表 者：代表取締役　鈴木　正伴
　所 在 地：十日町市干溝に 437-1
　連 絡 先：☎763-4421　
　従業員数：８人
　事業内容：プラスチック部
　　　　　　品の金型の設計、
　　　　　　製作
　採用計画：未定
　理念/方針：お客様のニーズ
　　　　　　に応える

※市ホームページにも掲載しています

̶米粉のレシピ集̶̶米粉のレシピ集̶

を食べようを食べよう
●問合せ　産業観光企画課　☎757-3691

4

平成元年に設立。携帯電話、デジタルカメラ、コピー機から自動車部品

まで幅広いプラスチック製品の金型製造を行っています。創業当時に製作

した金型のサンプルが関連メーカーの目に止まり、次第に取引企業を広げ

ていき、今では関東甲信地方や福島県の企業十数社と取引をしています。

ＮＣ加工機（数値情報で指令して加工）や放電加工機（放電により硬い

金属を加工）、ワイヤ加工機（髪の毛ほどの太さのワイヤで金属を加工）、

３次元ＣＡＤソフトなどを使用することで、非常に細かな金属加工処理に

対応しています。製品製作では、いかに早く、精度を高めて製品を作れるかが

重要となるため、技能講習会への参加や、最新機器などの設備投資を定期的に

行っています。これからも社員個々のレベルアップと機械設備の充実により、

「日本の技術でしか対応できない金型づくり」を目指し、中国などとの価格競

争に負けない技術力で勝負していきます。今後は周辺の清掃美化活動を行うな

ど、地域社会への貢献にも力を入れていきます。

株式会社　美郷

有限会社　新潟大成

当間高原リゾートのオープンとともに平成８年に創業。当初は芝生などの

外管理業務を主に行っていましたが、現在は、ホテルの客室清掃やフォーラ

ムセンターの運営も行っています。そのほかに、ふのりをつなぎに使用した

生そば・生うどんの製造販売や、アスパラなどの農産物も生産しています。

ホテルの室内業務は、お客様から気持ちよく利用してもらえるよう最善の

おもてなしで対応しています。その中でもベッドメイキングは、技術習得に

時間を要するため、人材の確保が一番の課題となっています。今後は若者を

正社員として新規採用し待遇の向上を図り、サービス技術を基礎から学ばせ

るような人材育成を進めていきます。また、食品販売についても地元農家と

連携し、首都圏をターゲットに市場を開拓していきます。12月からは神奈

川県の食品宅配会社と提携して、そば・うどんなどの販売を開始する予定で

す。今後、販路拡大が軌道に乗れば、食品加工場の新設も視野に入れた中で、

リゾートホテルと共に地域経済の活性化を目指していきます。

　月食は、地球が太陽と月の間に入り、地球の影が

月にかかって月が欠けて見える現象です。月が全部

欠けると皆既月食、一部分だと部分月食と呼びます。

そのため月食は必ず満月の時に起こります。年間に

12回か13回満月になるので頻繁に月食が起こりそ

うな気がしますが、太陽と月の軌道が少しずれてい

るので残念ながらそうはなりません。

  それでも今年は１年間に３回も月食が見られる、

とても珍しい年です。次にこうなるのは、なんと

410年先の2420年です。１月１日・６月26日に月

食がありましたが、どちらも部分月食でした。３回

目は12月21日㈫の皆既月食です。とはいえ、今回

は夕方の月の出時点ですでに８割近く月が欠けて昇

ってくるので、月食の前半は見ることができません。

夕暮れの明るさがまだ残る中で、午後４時40分ご

ろ、皆既月食となり２時間ほど続きます。

  皆既月食中の月面は日食と違い、完全には真っ暗

の状態になりません。地球の大気を通過した太陽の

光が月を照らすため、月面が夕焼けのようなオレン

ジ色に見えます。皆既月食ごとに月面の色や明るさ

が違うので、今回はどのように見えるか確かめたい

ですね。この日、月は冬の星座の明るい星たちの中

にあります。

寒さに備えな

がら、冬の星

座と共に昇っ

てくる皆既中

の赤い月を楽

しんでみまし

ょう。

【12月の番組情報】12月の星空（定期）、ギリシャ

神話の神々（企画番組）

投影日：12月５日㈰・12日㈰・19日㈰・26日㈰

投影時間：午前11時〜（約40分間）

★問合せ　中里公民館　☎ 763-2493

部分月食〈撮影者：南雲敏夫さん（新潟県自
然観察指導員、十日町星の会会員）〉

パウンド（プレーン）
◆材　料（生地量１個あたり11gで108個分）

　・米粉…90g　 

　・バター…200g　・粉砂糖…306g

　・アーモンドプードル…220g

　・全卵…306g　　・薄力粉…90g

　・ベーキングパウダー…２g

※応用編として、「よもぎパウンド」「チョコパウンド」
「にんじんパウンド」が作れます。作り方③で、よも
ぎパウンドは、生地250gに対して「よもぎの粉」17g、
チョコパウンドは、30gの溶かしたチョコレート、に
んじんパウンドは、30gの蒸したにんじんと９gのグラ
ニュー糖を混ぜたペーストを生地に混ぜます

◆作り方
①常温に戻したバターをビーター（ハンドミ

キサーでも可）で立て、粉砂糖とアーモン

ドプードルを加える。

②溶いた卵を４回くらいに分けて加える。

③薄力粉・ベーキングパウダー・米粉をふる

い入れ、ゴムベラでさっくりと混ぜる。

④③を絞り袋に入れて型に絞り、150〜

170℃のオーブンで、約24分間焼く。

～当間高原リゾート関連施設（ホテル、ゴルフ場、フォーラムセンターなど）
の運営管理業務や、ふのりそば・うどんなどの製造販売をしています。ベ
ルナティオ誕生以来、リゾートと共生した地域づくりを目指しています～

～通信機器や自動車部品など精度の高さが求められるプラスチック製品の金型設
計、製作をしています。金型設計では３次元ＣＡＤ（コンピュータを用いて設計）
ソフトを導入することで、品質・スピード・信頼性の向上に努めています～

株式会社　美郷 有限会社　新潟大成
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火の用心！
火事への備え、大丈夫ですか？

火の用心！
火事への備え、大丈夫ですか？

上野小５・６年児童が参加した除幕式

「火の用心」小学生が防火広報
　11月７日㈰、秋の火災予防運動に先駆けて、

浦田小学校の１年生から６年生までの児童８人

が防火広報隊として活躍しました。

　松之山方面隊の法被姿で参加した児童たち

は、松之山分遣所前で防火広報隊の任命書を受

け取り、２班に分かれて消防自動車で松之山分

遣所を出発。火災予防のメッセージを元気よく

放送しながら松之山地域全域を巡回しました。

　児童たちは、松之山温泉の温泉街や、浦田小

学校の地元の温泉宿前など数か所で、「１つ、

寝たばこは絶対やめてください。２つ、ストー

ブは燃えやすいものから離れた位置で使用して

ください。３つ、ガスコンロのそばを離れると

きは必ず消火してください」と３つの約束をお

願いしました。

　大切なものを失わないよう、皆さんもこの３

つの約束を守って、火の用心をお願いします。

装
い
も
新
た
に
『
松
之
山
地
域
産
業
祭
』

農
業
祭
か
ら
産
業
祭
へ

あ
っ
と
い
う
間
に
完
売
し
ま
し
た
。
新

米
お
に
ぎ
り
や
き
の
こ
丼
、
手
打
ち
そ

ば
の
試
食
も
用
意
さ
れ
、
来
場
者
は
舌

鼓
。
も
ち
つ
き
大
会
で
は
、
き
ね
と
う

す
で
つ
い
た
、
つ
き
た
て
の
も
ち
を
求

め
て
長
蛇
の
列
が
で
き
、
収
穫
の
喜
び

と
味
覚
の
秋
を
た
ん
能
し
て
い
ま
し

た
。
建
設
機
械
の
試
乗
会
場
は
、
地
元

の
子
ど
も
た
ち
に
大
人
気
。
産
業
祭
に

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
し
て
開
催
し
た
こ
と

で
、
地
元
産
業
へ
の
理
解
を
深
め
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
同
時
開
催

の
美
術
展
、
芸
能
祭
も
大
勢
の
来
場
者

で
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　
10
月
31
日
㈰
、
農
業
祭
か
ら
産
業
祭

へ
と
装
い
も
新
た
に
、
第
29
回
松
之
山

地
域
産
業
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
地
域
の
主
産
業
の
農
業
だ

け
で
は
な
く
、
商
工
業
を
加
え
た
松
之

山
地
域
の
産
業
を
地
域
内
外
に
Ｐ
Ｒ
し

よ
う
と
、
既
に
28
回
を
数
え
た
農
業
祭

か
ら
『
松
之
山
地
域
産
業
祭
』
へ
と
ス

テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
。
秋
空
の
も
と
、
松
之

山
温
泉
の
観
光
客
も
交
え
、
約
２
、
０

０
０
人
の
人
出
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　
観
光
客
の
目
当
て
は
、
地
元
で
取
れ

た
新
鮮
な
野
菜
や
、
松
之
山
特
産
の
な

め
こ
。
大
量
に
用
意
さ
れ
た
商
品
も

　９日には川西地域でも実施され、消防西分署の消

防士と地元の女性消防団員、そして市高齢福祉担当

者の３人が該当する世帯を訪問。健康状態や普段の

生活の様子、暖房器具をはじめとした火の元の位置

を聞き取り、火災予防のためのポイントなどが伝え

られました。診断を受けた人は、「消火器がもう古

くて」と心配ごとも相談し、消防士からは、「薬剤

を入れ替えれば、まだ使えることもありますよ」と

アドバイスがありました。

　消防本部では、来年５月31日までに住宅用火災

警報器の全世帯普及を目指していて、今回の訪問で

はその広報も行いました。住宅用火災警報器は、火

災による死亡原因で６割以上となる“逃げ遅れ”を

防ぐために重要なものです。大切な命を守るために

も、ぜひ設置をお願いします。

　11月９日㈫〜 15日㈪、『秋の火災予防運動』が実施され、期間中にその一環とし

て一人暮らし高齢者を対象とした住宅防火診断が実施されました。これは、十日町

地域消防本部が毎年実施しているものです。

　
上
野
地
区
振
興
会
（
押
木
貢
会
長
）

で
は
、
中
越
大
震
災
か
ら
の
復
興
と
地

域
活
性
化
を
図
る
た
め
、�
日
本
一
の

田
舎
・
上
野
づ
く
り
�
と
い
う
基
本
構

想
の
も
と
、
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

平
成
20
年
12
月
に
こ
の
基
本
構
想
が
掲

げ
ら
れ
、
平
成
21
年
に
は
実
施
計
画
を

策
定
し
、
復
興
の
た
め
の
グ
ラ
ン
ド
デ

ザ
イ
ン
を
ま
と
め
ま
し
た
。
そ
し
て
今

年
、
実
施
計
画
に
基
づ
き
、
節
黒
城
跡

キ
ャ
ン
プ
場
に
上
野
の
星
名
い
志
さ
ん

書
に
よ
る
�
川
西
め
ぐ
り
の
歌
碑
�
な

＂
日
本
一
の
田
舎
づ
く
り
＂
の
た
め
に

わ
が
上
野
ム
ラ
の
歴
史
を

知
り
、
伝
え
、
守
る

みんなで植えた松の木　成長が楽しみです

ど
を
設
置
、

さ
ら
に
、
か

つ
て
先
人
が

城
山
に
登
っ

た
と
さ
れ
る

旧
道
を
�
節

黒
城
の
道
�

暖気が恋しい季節となりました
火の用心をお願いします

と
名
付
け
、
整
備
し
ま
し
た
。
こ
の
構

想
・
計
画
・
実
施
と
い
う
流
れ
の
中
に

は
、
中
越
大
震
災
復
興
基
金
の
事
業
メ

ニ
ュ
ー
が
随
所
で
活
用
さ
れ
ま
し
た
。

９
月
２
日
㈭
に
は
、
同
キ
ャ
ン
プ
場
で

関
係
者
や
上
野
小
学
校
５
・
６
年
生
児

童
、
地
元
住
民
が
参
加
し
て
し
�
ん
工

式
を
開
催
。
式
で
は
歌
碑
の
除
幕
式
を

行
い
ま
し
た
。
10
月
17
日
㈰
に
は
、
同

日
開
催
さ
れ
た
節
黒
城
跡
ハ
イ
キ
ン
グ

の
参
加
者
と
い
っ
し
ょ
に
�
節
黒
城
の

道
�
や
城
跡
付
近
に
松
の
木
の
植
樹
を

行
い
ま
し
た
。

　
上
野
地
区
振
興
会
は
、
今
後
も
�
節

黒
城
の
道
�
の
整
備
や
、
子
ど
も
た
ち

に
上
野
の
歴
史
を
伝
え
る
活
動
を
実
施

し
、
城
山
の
魅
力
づ
く
り
と
�
日
本
一

の
田
舎
・
上
野
づ
く
り
�
を
行
い
ま
す
。
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し
て
、
悪
い
こ
と
と
は
知
り
つ

つ
よ
そ
の
畑
の
い
も
を
掘
り
、

煮
た
り
焼
い
た
り
し
て
大
師
に

差
し
出
し
ま
し
た
。

大
師
は
そ
の
こ
と
が
分
か

り
、「
こ
れ
は
た
い
へ
ん
な
ご

ち
そ
う
だ
が
、
わ
し
は
そ
こ
ま

で
し
て
も
ら
わ
な
く
て
も
い

い
。
お
前
の
真
心
は
あ
り
が
た

い
が
、
盗
み
の
罪
は
世
の
人
が

許
さ
ん
じ
�
ろ
う
。
そ
れ
で
は

お
前
が
気
の
毒
だ
か
ら
、
い
も

を
掘
っ
た
こ
と
を
、
ほ
か
の
人

に
は
分
か
ら
な
い
よ
う
に
し
て

や
ろ
う
」
と
言
っ
て
床
に
就
き

ま
し
た
。

あ
る
じ
は
、
大
師
の
た
め
と

は
い
え
盗
み
を
働
い
た
こ
と
を

悔
い
、
今
後
一
切
悪
い
こ
と
は

し
な
い
と
誓
い
ま
し
た
。

翌
朝
、
辺
り
は
白
一
色
、
雪

が
ひ
ざ
上
ほ
ど
も
積
も
っ
て
い

ま
し
た
。
大
師
が
雪
を
降
ら

せ
、
足
跡
を
隠
し
て
く
れ
た
の

で
す
。
12
月
23
日
の
こ
と
で
し

た
。
雪
は
そ
の
ま
ま
根
雪
に
な

り
、
家
の
人
た
ち
は
大
師
の
慈

悲
に
う
た
れ
て
一
層
信
心
を
深

め
ま
し
た
。

以
来
、
こ
の
家
で
は
皆
が
一

生
懸
命
働
き
、
や
が
て
暮
ら
し

も
豊
か
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し

て
毎
年
12
月
23
日
の
晩
に
は
、

カ
ボ
チ
ャ
、
サ
ツ
マ
イ
モ
、
ジ

ャ
ガ
イ
モ
、
サ
ト
イ
モ
な
ど
を

入
れ
た
小あ
ず
き
が
ゆ

豆
粥
を
大
師
さ
ま
に

供
え
、
お
下
が
り
を
あ
り
が
た

く
い
た
だ
き
ま
し
た
。
や
が
て

こ
れ
が
弘
法
大
師
の
徳
に
感
謝

す
る
お
祭
り
「
大
師
講
」
と
な

り
、
各
地
に
広
ま
っ
て
い
き
ま

し
た
。

毎
年
こ
の
晩
に
な
る
と
、「
大

師
講
の
跡
か
く
し
」
の
雪
が
降

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

〈
六
十
五
〉

今
か
ら
ず
ー
っ
と
昔
の
こ

と
。
諸
国
を
ま
わ
っ
て
仏
の
教

え
を
説
い
て
い
た
弘
法
大
師
が

越
後
妻
有
の
地
に
入
っ
て
き
ま

し
た
。

季
節
は
真
冬
に
向
か
う
こ
ろ

で
、
夜
に
な
る
と
冷
え
込
み
が

厳
し
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。
大

師
は
、
最
後
に
説
法
し
た
城
之

古
の
あ
る
家
に
一
夜
の
宿
を
願

い
ま
し
た
。
信
心
深
い
家
の
人

た
ち
は
、「
な
じ
ょ
も
な
じ
ょ

も
」
と
喜
ん
で
大
師
を
迎
え
入

れ
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
そ
の
家
は
ム
ラ
一

番
の
貧
し
い
家
で
、
米
は
お
ろ

か
一
粒
の
ア
ワ
も
ヒ
エ
も
な
い

ほ
ど
で
し
た
。
あ
る
じ
は
、「
お

ご
っ
た
。
お
ら
は
い
も
の
つ
る

で
も
大
根
菜
で
も
い
い
ど
も
、

お
坊
さ
ん
に
食
っ
て
も
ら
う
も

ん
が
ね
。
…
し
か
た
が
ね
な
」

と
外
へ
出
て
い
き
ま
し
た
。
そ

「
大
師
講
の
跡
か
く
し
」」

　
の
巻
　
　
　
　（
城
之
古
）

～山内写真館の世界～

街中ウォーク　目指せ地球一周40,000㎞

11月6日現在の歩行距離　21,972㎞,

南中学校生徒会「南中地域クリーン作戦」栁
俊
成
生
徒
会
長

�
�

南
中
は
地
域
の
皆
さ
ん

の
協
力
の
も
と
に
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。
感
謝

の
気
持
ち
と
、
こ
れ
か
ら
も
応
援
し
て
も
ら
え

る
よ
う
に
と
計
画
し
ま
し
た
。
大
量
の
ご
み
に

驚
き
、
自
分
た
ち
の
ご
み
拾
い
や
分
別
へ
の
意

識
が
高
ま
っ
た
だ
け
で
な
く
、多
く
の
生
徒
に
、

だ
れ
か
の
た
め
に
行
動
す
る
大
切
さ
を
実
感
し

て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も

続
い
て
い
く
と
い
い
と
思
い
ま
す
。

大
野
敏
法
先
生

�
�

こ
れ
ま
で
校
内
で
は
清
掃

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
今
回

は
自
分
た
ち
の
た
め
で
は
な
く
、
外
に
出
て
人

の
た
め
に
ご
み
を
拾
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
精
神
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
自
分
た
ち
の
気
持
ち
が
形
に
な
り
、
地
域

の
皆
さ
ん
に
伝
え
ら
れ
た
こ
と
は
大
き
な
意
義

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　６月22日㈫、南中学校生徒会では、初め

ての試みとして、全校生徒による学校周辺地

域のごみ拾い「南中地域クリーン作戦」を行

いました。地域に守られ、はぐくまれてきた

南中として、皆さんへの感謝の気持ちとボラ

ンティア精神の醸成を目的に、生徒会の発案

で実施されました。多くのごみを集め、さま

ざまな分別を体験した生徒たちのほとんどが

「やってよかった」と答え、すばらしい成果

が形になりました。

　今回は「ヒップホップダンス」教室を紹介しま

す。対象は幼児から大人までどなたでも参加でき

ます。開催日は第１・第３日曜日と第２・第４土

曜日で、幼児から７歳までが午後６時15分〜７

時まで、８歳以上が午後７時〜８時30分までと

なっています。会場はどちらも中央公民館です。

　ダンスの基礎やステップ、振り付けなどをみん

なで楽しく練習していて、「友だちもいっぱいで

きて、とても楽しい教室です」と、参加者の評判

も上々です。発表会の機会も多く、最近では９月

23日の「きものリフォームファッションショー」

（写真）や、10月31日㈰の「中央公民館まつり」

で元気なダンスを披露しました。

　かっこ良く踊って、健康と友達づくりに最適な

ヒップホップダンス。皆さんもぜひ参加してくだ

さい。

●問合せ

　ネージュスポーツクラブ事務局

　市総合体育館内　☎752-6202

　ホームページ　http://www.neige-sc.jpネージュスポーツクラブ　教室紹介②
ＨＩＰ　ＨＯＰ　ＤＡＮＣＥ教室

水泳五輪選手・古橋広之進さんの来町
　● 撮影時期：昭和24年２月

　● 撮影場所：愛宕山

　水泳五輪選手の古橋広之進さん（当時

22歳）が、市内の織物会社に招かれ、連

日愛宕山でスキーをしたり、講演を行っ

たりしました。当時、世界記録を次々と

樹立した古橋さんは「フジヤマのトビウオ」

と呼ばれ、その力強い姿は戦後間もない

地域の少年・少女に夢と希望を与えました。

●問合せ：情報館　☎750-5100
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第１回情報館まるごと体感フェア

「トオコン」参加大学生が十日町市を探訪

　読書週間にあわせて、情報館の活動や施設の面白さを体感して
もらおうと、「読む・聴く・見る・作る」をキャッチフレーズに、
10月30日㈯から11月７日㈰まで「情報館まるごと体感フェア」
が開催されました。期間中は、劇団民藝の安田正利さんによる読
み語りや、ミニ演奏会、山内写真館写真展など多彩なイベントが
開催され、ふだんは静かな情報館もにぎわいをみせました。
　７日は、うららかな秋晴れのもと、全国各地で絵本の読み聞か
せを行っている「けいたろう」こと坂口慶さんによる、楽しい伴
奏つきの絵本ライブが屋外の芝生広場で開かれました。伴奏に合
わせた楽しい絵本の読み聞かせに、大勢の親子連れが楽しんでい
ました。

　

11
月
７
日
㈰
、
市
民
会
館
で
十
日
町
市

神
楽
サ
ミ
ッ
ト
が
開
催
さ
れ
、
十
日
町
・

川
西
・
中
里
・
松
代
・
松
之
山
の
各
地
域

か
ら
神
楽
や
郷
土
芸
能
の
保
存
会
７
団
体

が
出
演
し
ま
し
た
。
小
学
生
か
ら
高
齢
者

ま
で
幅
広
い
出
演
者
た
ち
の
熱
演
は
、
約

３
０
０
人
の
観
客
を
魅
了
。出
演
者
は「
と

て
も
勉
強
に
な
り
ま
し
た
」
と
話
し
、
来

場
者
か
ら
は
「
来
年
も
」
と
の
声
も
聞
か

れ
、
舞
台
と
観
客
が
一
体
と
な
っ
て
地
域

へ
の
愛
情
と
誇
り
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。

地
域
へ
の
愛
情
と
誇
り
を
披
露

　大学生のアイデアを生かした新ビジネスの創出などを
目的に開催する、「十日町市ビジネスコンテスト（トオ
コン）」。参加予定の長岡大学の学生が、11月９日㈫、博
物館や織物工場、松之山温泉などを訪れ、各分野の資源
を初見聞しました。また、新潟産業大学の学生が２回の
視察を行うなど、12月18日㈯にクロス10で行われる新
潟予選に向けて盛り上がってきています。予選会は一般
公開しますので、さまざまな資源を題材にしたビジネス
プランをぜひお聞きください。詳細はトオコン公式HP
（http://www.toocon.jp/）をご覧ください。

●参加費：大人1,000円、小・中・

　高生600円（入館・入山料込み）

※市内小・中学生は入館料無料のた

　め参加費300円

●集合場所・問合せ

　キョロロ　☎595-8311

※小学３年生以下は保護者の同伴が必要です

日　時・テーマ

５日㈰・12日㈰・23日㈷
午後１時30分〜３時
里山の生き物探検

19日㈰　午前10時〜午後3時
あんぼ作り（入館料のみ）

25日㈯　午前８時30分〜11時30分
探鳥会（無料）

キ
ナ
ー
レ
体
験
工
房
館

12
月
の
着
付
け
教
室

第
26
回
民
謡
舞
踊
大
競
演
会

う
た
と
お
ど
り
の
祭
典

つ
ま
り
写
友
会

２
０
１
０
写
真
展

●
日
時
＝
12
月
23
日
（
天
皇
誕
生

日
）
午
後
１
時
〜
３
時
●
対
象
＝

幼
児
・
学
童
●
参
加
費
＝
１
、
８

０
０
円
●
定
員
＝
１
０
０
人
●
会

場
・
申
込
み
・
問
合
せ
＝
十
日
町

体
力
づ
く
り
支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎

７
５
８
―
３
３
４
３
）

【
人
形
劇
「
お
ば
け
サ
ー
カ
ス
」】

人
形
劇
団
パ
ン
に
よ
る
低
学
年
向

け
の
人
形
劇
で
す
。
●
日
時
＝
12

月
５
日
㈰
午
後
２
時
〜
（
60
分

間
）
●
会
場
＝
サ
ン
ク
ロ
ス
十
日

町
【
子
ど
も
寄よ

席せ

】
落
語
協
会
に

よ
る
高
学
年
向
け
の
落
語
で
す
。

●
日
時
＝
12
月
11
日
㈯
午
後
６
時

〜
（
１
０
５
分
間
）
●
会
場
＝
情

報
館
●
対
象
＝
い
ず
れ
も
会
員
限

定
（
当
日
入
会
可
）
※
入
会
金
は

１
家
族
１
、
０
０
０
円
、
年
中
以

上
の
お
子
さ
ん
１
人
に
つ
き
会
費

月
額
７
０
０
円
●
問
合
せ
＝
十
日

町
お
や
こ
劇
場
事
務
局
（
☎
７
５

２
―
２
１
１
４
）

十
日
町
お
や
こ
劇
場

●
日
時
＝
12
月
の
毎
週
木
曜
日
午

後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分
※
12
月

23
日
・
30
日
を
除
く
●
参
加
費
＝

　「
花
の
あ
る
風
景
」
を
テ
ー
マ

に
し
た
作
品
な
ど
を
展
示
し
ま

す
。
●
日
時
＝
12
月
14
日
㈫
〜
19

日
㈰
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
７
時

（
19
日
は
４
時
30
分
ま
で
）
●
入

場
料
＝
無
料
●
会
場
・
問
合
せ
＝

十
日
町
商
工
会
議
所
商
業
部
会

全
市
連
合
大
感
謝
祭

　
12
月
４
日
㈯
〜
25
日
㈯
の
売
り

出
し
期
間
中
、
加
盟
店
で
買
い
物

を
す
る
と
も
ら
え
る
補
助
券
３
、

０
０
０
円
分
で
、
抽
選
が
１
回
で

き
ま
す
。
景
品
多
数
！
●
抽
選
日

時
＝
12
月
23
日
（
天
皇
誕
生
日
）

〜
26
日
㈰
午
前
10
時
〜
午
後
７
時

●
抽
選
会
場
＝
本
町
分
庁
舎
●
問

合
せ
＝
十
日
町
商
工
会
議
所
（
☎

７
５
７
―
５
１
１
１
）

●
日
時
＝
12
月
５
日
㈰
午
前
９
時

〜
午
後
４
時
30
分
●
会
場
＝
ク
ロ

ス
10
●
入
場
料
＝
１
、
３
０
０
円

　
会
員
の
作
品
を
展
示
・
販
売
し

ま
す
。
●
日
時
＝
12
月
４
日
㈯
・

５
日
㈰
午
前
９
時
〜
午
後
８
時

（
５
日
は
５
時
ま
で
）
●
会
場
＝

中
央
公
民
館
●
入
場
料
＝
無
料
●

問
合
せ
＝
若
月
（
☎
０
９
０
―
７

４
２
８
―
０
５
５
８
）

十
日
町
市
芸
術
協
会

第
20
回
チ
ャ
リ
テ
ィ
展
覧
会

　
電
波
が
体
に
及
ぼ
す
影
響
に
つ

い
て
学
び
ま
せ
ん
か
。
●
日
時
＝

12
月
９
日
㈭
午
後
１
時
30
分
〜

４
時
●
会
場
＝
湯
沢
ニ
ュ
ー
オ
ー

タ
ニ
ホ
テ
ル
●
参
加
費
＝
無
料
●

定
員
＝
先
着
60
人
●
内
容
＝
講
演

①
「
安
心
し
て
電
波
を
利
用
す
る

た
め
に
」
苑
田
洋
史
さ
ん
（
総
務

省
信
越
総
合
通
信
局
無
線
通
信
部

長
）、
講
演
②
「
電
磁
波
の
健
康

へ
の
影
響
と
Ｗ
Ｈ
Ｏ
の
動
向
」
大

久
保
千
代
次
さ
ん
（
電
磁
界
情
報

セ
ン
タ
ー
所
長
）
●
申
込
み
・
問

合
せ
＝
12
月
６
日
㈪
ま
で
に
総
務

省
信
越
総
合
通
信
局
（
☎
０
２
６

電
波
の
安
全
性
に
関
す
る

説
明
会

十
日
町
体
力
づ
く
り
支
援
セ
ン
タ
ー

ク
リ
ス
マ
ス
会

１
回
５
０
０
円
※
着
物
一
式
持
参

（
有
料
貸
し
出
し
あ
り
）
●
定
員

＝
10
人
（
当
日
受
付
可
）
●
会
場
・

問
合
せ
＝
キ
ナ
ー
レ
（
☎
７
５
２

―
０
１
１
７
）

（
当
日
１
、
５
０
０
円
）
●
入
場

券
取
扱
い
＝
ク
ロ
ス
10
、
中
央
公

民
館
●
問
合
せ
＝
池
田
（
☎
７
５

８
―
２
６
４
４
）

情
報
館
（
☎
７
５
０
―
５
１
０
０
）

生
き
が
い
活
動
支
援
通
所
事
業

送
迎
運
転
員
を
募
集
し
ま
す

　
生
き
が
い
活
動
支
援
通
所
事
業

の
利
用
者
を
送
迎
す
る
運
転
員
を

募
集
し
ま
す
。
●
応
募
資
格
＝
市

内
在
住
で
お
お
む
ね
70
歳
未
満
の

普
通
自
動
車
免
許
所
有
者
●
募
集

人
員
＝
若
干
名
●
勤
務
地
＝
十
日

町
市
社
会
福
祉
協
議
会
川
西
支
所

（
は
あ
と
ふ
る
川
西
）
●
勤
務
日

時
＝
月
〜
金
曜
日（
祝
日
を
除
く
）

の
う
ち
、
週
一
日
２
回
（
迎
え

：

午
前
9
時
〜
10
時
、
送
り

：

午
後

―
２
３
４
―
９
９
５
４
）

 「森の学校」キョロロ
12月の里山体験プログラム
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　このコーナーは、まちの話題や活
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お知らせ・ガイド 十日町・川西・中里地域と松代・松之山地域間の☎には市外局番 025 が必要です



むし歯のないよい歯の子
10月の３歳児健診を受けた子19人

※保護者の承諾を得て掲載しています

よい歯の子 住　所 保護者

村 山 玲
れ

奈
な

（本町３） 博之

金 山 駿
しゅん

太
た

（高田町２） 哲也

末 吉 み や び （丸山町） 孝行

村 山 ら ん （新座２） 明徳

箕 輪 幸
さ

歩
ほ

（城之古２） 正広

宮 内 　 海
かい

（高島１） 一洋

中 町 虎
こ

太
た

郎
ろう

（下条栄町） 純一

小 宮 山 桜
おう

介
すけ

（蟹沢） 淳

平 野 弘
こう

武
む

（四郎兼） 治

根 津 舞
まい

子
こ

（田中町） 裕

太 田 晃
こう

司
じ

（沖立） 昭弘

澤 口 　 茜
あかね

（上野） 茂

介
護
職
員
基
礎
研
修

受
講
生
募
集

　
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
従
事
す
る
た

め
の
基
本
的
な
知
識
や
技
術
を
習

得
し
ま
す
。
12
月
３
日
㈮
午
後
１

時
30
分
か
ら
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
十
日

町
で
事
前
説
明
会
を
行
い
ま
す
。

●
期
間
＝
23
年
１
月
11
日
㈫
〜
７

十
日
町
駅
地
下
道
に

作
品
を
展
示
し
て
い
ま
す

　
人
間
関
係
に
悩
ん
で
い
る
人
、

不
眠
や
気
分
の
落
ち
込
み
な
ど

が
あ
る
人
は
相
談
し
て
み
ま
せ
ん

か
。
心
理
的
な
問
題
を
取
り
扱
う

専
門
家
が
無
料
で
相
談
に
応
じ
ま

す
（
要
予
約
）。
●
日
時
＝
12
月

臨
床
心
理
士
に
よ
る

こ
こ
ろ
の
相
談
会

　
12
月
は
、十
日
町
駅
地
下
道
「
市

民
の
い
こ
い
の
広
場
」
に
川
西
中

学
校
区
の
児
童
・
生
徒
の
作
品
を

展
示
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ

い
。
●
問
合
せ
＝
中
央
公
民
館（
☎

７
５
７
―
５
０
１
１
）

市
内
ス
キ
ー
場
共
通
リ
フ

ト
券
を
発
行
し
ま
す

　
今
冬
の
シ
ー
ズ
ン
か
ら
、
上
越

国
際
ス
キ
ー
場
・
な
か
さ
と
清
津

ス
キ
ー
場
・
松
代
フ
ァ
ミ
リ
ー
ス

とおか市（夕市）
　「十日町」の名前の由来である定期市を開催

します。企画は地元商店の若手経営者やせがれ

などを中心としたグループで、春以降は定期的

な開催を予定しています。また、商店や商店街

関係団体、各種イベントなどの情報発信拠点「商

店街にぎわい研究所」も同日オープンします。

◆日時：12月10日㈮　午後３時〜７時

◆会場（予定）：本町２丁目広場（市民体育館

入口）、十交タクシー空き店舗、商店街にぎ

わい研究所（桃林堂隣）ほか

◆内容：屋台村、食品・雑貨販売、地元高校生

出演イベントなど

◆問合せ：商店街にぎわい研究所（十日町商工

会議所本町３丁目事務所）　

　☎761-7230

11
月
の
納
税
・
納
付

12
月
の
休
館
日

●
中
央
公
民
館
＝
毎
週
月
曜
日
・

23
日
㈷
・
29
日
㈬
〜
31
日
㈮

●
千
手
中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
＝
毎
週
火
曜
日
・
23
日
㈷
・

29
日
㈬
〜
31
日
㈮

●
博
物
館
＝
毎
週
月
曜
日
・
24
日

㈮
・
27
日
㈪
〜
31
日
㈮

●
情
報
館
＝
毎
週
月
曜
日
・
29
日

㈬
〜
31
日
㈮

●
市
総
合
体
育
館
＝
21
日
㈫
・
29

日
㈬
〜
31
日
㈮

●
川
西
総
合
体
育
館
＝
８
日
㈬
・

3
時
30
分
〜
4
時
30
分
）
●
賃
金

＝
１
回
１
、
０
０
０
円
（
交
通
費

別
途
支
給
）
●
応
募
・
問
合
せ
＝

12
月
31
日
㈮
ま
で
に
十
日
町
市
社

会
福
祉
協
議
会
川
西
支
所
（
☎
７

６
８
―
３
３
４
３
）

　
11
月
は
固
定
資
産
税
第
４
期
、

国
民
健
康
保
険
税
第
８
期
、
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
料
第
８
期
及
び

介
護
保
険
料
第
８
期
の
納
付
月
で

す
。
期
限
（
11
月
30
日
）
内
に
納

め
ま
し
ょ
う
。
●
問
合
せ
＝
税
務

課
・
市
民
生
活
課
・
福
祉
課

月
８
日
㈮
午
前
９
時
20
分
〜
午
後

３
時
50
分
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日

を
除
く
）
●
会
場
＝
ジ
ョ
ブ
シ
テ

ィ
カ
レ
ッ
ジ
十
日
町
（
千
代
田
町
）

●
受
講
料
＝
無
料
（
教
材
費
な
ど

自
己
負
担
あ
り
）
●
定
員
＝
30
人

●
申
込
み
＝
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
受

講
申
込
書
の
交
付
を
受
け
、
12
月

10
日
㈮
（
必
着
）
ま
で
に
問
合
せ

先
へ
持
参
ま
た
は
郵
送
（
12
月
13

日
㈪
に
選
考
あ
り
）
●
問
合
せ
＝

〒
９
４
９
―
８
２
０
１
中
魚
沼
郡

津
南
町
大
字
下
船
渡
戊
５
７
２
―

１
㈱
ス
ノ
ー
ラ
ン
ド
（
☎
０
２
５

―
７
６
５
―
３
０
１
０
）

キ
ー
場
・
松
之
山
温
泉
ス
キ
ー
場

で
利
用
で
き
る
シ
ー
ズ
ン
共
通
リ

フ
ト
券
を
発
行
し
ま
す
。
●
発
行

対
象
者
＝
市
内
小
・
中
・
高
校
の

児
童
・
生
徒
、
十
日
町
市
ス
キ
ー

連
合
会
に
加
盟
し
て
い
る
団
体
の

ア
ル
ペ
ン
ス
キ
ー
指
導
者
、
Ｓ
Ａ

Ｊ
ま
た
は
Ｓ
Ｉ
Ａ
登
録
者
で
市
内

小
・
中
・
高
生
の
指
導
を
し
て
い

る
指
導
者
●
料
金
＝
１
人
１
５
、

０
０
０
円
●
問
合
せ
＝
ス
ポ
ー
ツ

振
興
課
（
☎
７
５
２
―
４
３
７
７
）

22
日
㈬
・
29
日
㈬
〜
31
日
㈮

●
松
代
総
合
体
育
館
＝
毎
週
月
曜

日
・
29
日
㈬
〜
31
日
㈮

●
キ
ョ
ロ
ロ
＝
毎
週
火
曜
日

●
ひ
だ
ま
り
プ
ー
ル
＝
毎
週
火
曜

日
・
25
日
㈯
〜
31
日
㈮

市
町
村
合
併
に
伴
う
車
検

証
（
軽
自
動
車
）
の
住
所

変
更
手
続
き
に
つ
い
て

●
試
験
日
＝
23
年
２
月
13
日
㈰
●

申
込
み
期
間
＝
12
月
６
日
㈪
〜

23
年
１
月
13
日
㈭
●
申
込
み
・
問

合
せ
＝
申
込
み
期
間
内
に
、
申
込

書
（
問
合
せ
先
に
配
置
）
に
受
験

料
を
添
え
て
十
日
町
商
工
会
議
所

（
☎
７
５
７
―
５
１
１
１
）

　
軽
自
動
車
の
車
検
証
で
、
市
町

村
合
併
に
伴
う
住
所
変
更
が
反

映
さ
れ
て
い
な
い
場
合
、
変
更
手

続
き
を
し
な
く
て
も
特
に
問
題
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
希
望
す
る
人
に

は
軽
自
動
車
検
査
協
会
長
岡
支
所

に
て
無
料
で
新
住
所
の
車
検
証
を

交
付
し
て
い
ま
す
。
詳
し
い
手
続

き
方
法
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。
●
問
合
せ
＝
軽
自
動
車
検
査

協
会
新
潟
主
幹
事
務
所
長
岡
支
所

（
☎
０
２
５
８
―
22
―
０
５
５
５
）

　
相
続
や
贈
与
な
ど
に
よ
り
取
得

し
た
生
命
保
険
契
約
や
損
害
保

険
契
約
な
ど
に
係
る
年
金
の
所
得

税
の
取
扱
い
が
変
更
と
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
、
所
得
税
の
還

付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
国

税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
://

w
w

w
.n

ta
.g

o
.jp

）
ま
た
は
最
寄

り
の
税
務
署
で
確
認
し
て
く
だ
さ

い
。
●
問
合
せ
＝
十
日
町
税
務
署

（
☎
７
５
２
―
３
１
８
１
）

情報館　12月のテーマ図書
　情報館ではテーマ図書のコーナーを設けて、テーマに沿った

図書を展示、貸し出しています。

「ふりかえる2010年」（今年話題になった物事の本。『ビジネ

ス・ツイッター』『村上春樹1Q84をどう読むか』など）

「翔べ！」（飛行機が日本の空を飛んで今年で100年。空と宇

宙を目指した人々の本。『探査機はやぶさ７年の全軌跡』『空

の中』など。）

「できるかなできるかな」（『ポポくんのミックスジュース』

『こどもおりがみ』など作ることを楽しむ本。）

「斉藤洋を読む」（『ルドルフとイッパイアッテナ』などで知

られる作家の著作。※11月21日から展示をしています）

※テーマは一部変更や追加の場合があります
国民読書年特別企画「私のとっておきオススメ本」

　12月の一般部門の募集テーマは「初」です。「初」に関する

おすすめの一冊を紹介してください。

■問合せ　情報館　☎750-5100

【
一
般
向
け
】

【
児
童
向
け
】

　
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
と
法
務

局
で
は
、「
み
ん
な
で
築
こ
う
人

権
の
世
紀
〜
考
え
よ
う
相
手
の
気

持
ち 

育
て
よ
う 

思
い
や
り
の
心

〜
」
を
目
標
に
、
人
権
を
守
る
活

動
を
し
て
い
ま
す
。
週
間
中
は
次

の
と
お
り
特
設
人
権
相
談
所
を
開

き
ま
す
の
で
、
気
軽
に
利
用
し
て

く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
で
秘
密

は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。
●
日
時
・

会
場
＝
▼
12
月
３
日
㈮
午
前
10
時

〜
午
後
３
時

：

千
手
中
央
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
▼
12
月
６
日
㈪

午
後
１
時
〜
３
時

：
十
日
町
合
同

庁
舎
、
平
成
園
●
問
合
せ
＝
新
潟

地
方
法
務
局
十
日
町
支
局
（
☎
７

５
２
―
２
５
７
５
）

12
月
４
日
㈯
〜
10
日
㈮
は

「
人
権
週
間
」
で
す

オ
ウ
ム
真
理
教
犯
罪
被
害

者
等
給
付
金
の
ご
案
内

　
地
下
鉄
サ
リ
ン
・
松
本
サ
リ
ン
・

Ｖ
Ｘ
使
用
な
ど
オ
ウ
ム
真
理
教
に

よ
る
事
件
で
亡
く
な
っ
た
人
の
遺

族
や
障
が
い
・
傷
病
を
負
っ
た
人

必
ず
チ
ェ
ッ
ク
最
低
賃
金
！

新
潟
県
最
低
賃
金
は

時
間
額
６
８
１
円

　
10
月
21
日
か
ら
、
新
潟
県
最
低

賃
金
は
時
間
額
６
８
１
円
と
な
り

ま
し
た
。
賃
金
が
時
間
額
以
外
で

定
め
ら
れ
て
い
る
場
合
は
、
日
額
・

月
額
な
ど
を
時
間
額
に
換
算
し
て

比
較
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
最

低
賃
金
は
、
県
内
で
事
業
を
営
む

す
べ
て
の
使
用
者
と
そ
の
事
業
場

で
働
く
す
べ
て
の
労
働
者
（
パ
ー

ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
を
含
む
）

に
適
用
さ
れ
ま
す
。
こ
の
機
会

に
、
最
低
賃
金
額
を
確
認
し
ま
し

ょ
う
。
●
問
合
せ
＝
新
潟
労
働
局

労
働
基
準
部
賃
金
室
（
☎
０
２
５

―
２
３
４
―
５
９
２
４
）

に
給
付
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
県

内
に
住
ん
で
い
る
人
で
支
給
を
受

け
よ
う
と
す
る
人
は
、
県
公
安
委

員
会
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
（
受

付
は
県
警
察
本
部
で
行
い
ま
す
）。

●
申
請
期
限
＝
12
月
17
日
㈮
●
問

合
せ
＝
県
警
察
本
部
警
務
部
警
務

課
犯
罪
被
害
者
支
援
室
（
☎
０
２

５
―
２
８
５
―
０
１
１
０
）

15
日
㈬
午
後
１
時
〜
３
時
●
会
場

＝
十
日
町
保
健
セ
ン
タ
ー
●
相
談

員
＝
内
藤
臨
床
心
理
士
●
申
込

み
・
問
合
せ
＝
健
康
支
援
課
成
人

保
健
係
（
☎
７
５
７
―
９
７
６
４
）

珠
算
・
暗
算
検
定
試
験

段
位
認
定
試
験

【
市
報
お
わ
び
と
訂
正
】

　
市
報
11
月
10
日
号
に
誤
り
が
あ

り
ま
し
た
。
16
ペ
ー
ジ
「
第
６
回

市
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
結
果
」
で
、

市
民
ス
ポ
ー
ツ
の
日
卓
球
大
会
の

中
一
男
子
の
優
勝
選
手
が
樋
熊
健

太
さ
ん
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
正

し
く
は
樋
熊
健
人
さ
ん
で
し
た
。

お
わ
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

相
続
な
ど
に
係
る
生
命
（
損
害
）

保
険
契
約
な
ど
に
基
づ
く
年
金
の

税
務
上
の
取
扱
い
を
変
更
し
ま
す

24市報とおかまち　平成22年11月25日号

お知らせ・ガイド

市報とおかまち　平成22年11月25日号25

お知らせ・ガイド 十日町・川西・中里地域と松代・松之山地域間の☎には市外局番 025 が必要です



十日町本庁（代表）
☎757-3111

川西支所（市民課直通）
☎768-4956

中里支所（市民課直通）
☎763-3121

松代支所（市民課直通）
☎597-2221

松之山支所（市民課直通）
☎596-2169

健康相談・休日救急医・離乳食教室・乳幼児健診・乳幼児の健康相談の問合せ

▼
た
け
ち
ゃ
ん
は
近
所
の
子
ど
も
た
ち
の

リ
ー
ダ
ー
、
い
わ
ゆ
る
ガ
キ
大
将
。
家
が

隣
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
い
っ
し
ょ
に
い

た
ず
ら
を
仕
掛
け
、
彼
の
お
祖
母
さ
ん
に

し
か
ら
れ
ま
し
た
。
▼
せ
い
ち
ゃ
ん
は
自

然
児
。
保
育
園
の
か
け
っ
こ
大
会
で
優
勝

候
補
筆
頭
の
前
評
判
も
、
ス
タ
ー
ト
後
、

草
む
ら
で
ヘ
ビ
を
見
つ
け
て
コ
ー
ス
ア
ウ

ト
。
レ
ー
ス
そ
っ
ち
の
け
で
ヘ
ビ
探
し
に

奔
走
し
ま
し
た
。
▼
さ
と
く
ん
は
天
才
肌
。

算
数
が
得
意
で
、
運
動
で
も
巧
み
な
プ

レ
ー
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
転
じ
て
極

度
の
マ
イ
ペ
ー
ス
ぶ
り
は
天
災
と
な
り
、

学
校
に
遅
刻
し
そ
う
に
な
っ
た
こ
と
も
し

ば
し
ば
。
▼
近
所
で
育
っ
た
幼
な
じ
み
た

ち
で
す
。
あ
れ
か
ら
20
年
余
り
、
今
は
そ

れ
ぞ
れ
仕
事
に
子
育
て
に
奮
闘
中
。
秋
の

夜
長
、
ふ
と
そ
ん
な
思
い
出
に
浸
り
、
当

時
は
想
像
も
つ
か
な

か
っ
た
現
在
に
、
思

わ
ず
笑
み
が
こ
ぼ
れ

た
小
生
で
す
。

▼
10
月
25
日
号
で
紹
介
し
た
「
か
わ
に
し

夢
き
ゃ
ら
ば
ん
」
の
自
主
公
演
第
14
弾

が
、
11
月
13
日
に
上
演
さ
れ
ま
し
た
。
実

は
私
も
ち
ょ
こ
っ
と
出
演
。
ふ
と
し
た
こ

と
が
き
っ
か
け
で
第
12
弾
か
ら
仲
間
入
り

さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
が
、
裏
方
向
き
だ

と
い
う
自
覚
が
あ
る
の
で
、
舞
台
に
立
っ

て
い
る
自
分
が
毎
回
不
思
議
で
な
り
ま
せ

ん
。
で
も
、職
業
も
年
齢
も
違
う
メ
ン
バ
ー

と
の
交
流
が
楽
し
く
て
、
つ
い
つ
い
稽

古
に
顔
を
出
し
て
し
ま
い
ま
す
。
き
ゃ
ら

ば
ん
に
入
る
前
は
そ
う
い
う
つ
な
が
り
が

な
か
っ
た
の
で
、
自
分
に
と
っ
て
大
事
な

場
に
な
っ
て
い
ま
す
。
▼
毎
月
25
日
号
の

裏
表
紙
「
こ
の
時
熱
中
夢
中
」
で
は
、
市

内
で
活
動
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
団
体
を
紹
介

し
て
い
ま
す
。
メ
ン
バ
ー
を
募
集
し
て
い

る
と
こ
ろ
も
多
い
の
で
、
気
に
な
る
団
体

が
あ
っ
た
ら
連
絡
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

き
っ
と
、
い
ろ
ん
な

も
の
が
広
が
り
ま

す
。

(五) (入)

●日時　毎週火曜日　午前10時〜11時
●会場　サンクロス十日町
●対象　１歳〜就園前のお子さんとその保護者
●問合せ　中央公民館　☎757-5011

 なかよしランド

●心配ごと相談

　会場：社会福祉協議会（本所・支所）
　時間：午後１時30分〜４時
▽十日町本所　２日㈭・９日㈭・16日㈭
▽松代支所　　３日㈮　  ▽松之山支所　14日㈫
▽中里支所　　17日㈮　 ▽川西支所　　21日㈫

問合せ　社会福祉協議会　☎750-5010

　12月は献血バスが来ません。

　献血ルームでの献血（特に400㎖）にご協力をお

願いします。

●問合せ　健康支援課母子保健係　☎757-9759

●全血献血

●ジョブカフェ（若者のための仕事相談）

　おおむね30代半ばまでが対象です　※要予約
　２日㈭・16日㈭　午前10時〜午後３時
　会場：本町分庁舎　☎757-3139

●定例行政相談
　毎月第２金曜日　午前10時〜正午
　会場：本庁消費生活相談室・行政相談室

●行政相談
　【川西地域】22日㈬　午後１時〜３時
       　　　　会場：はあとふる川西
　【中里地域】18日㈯　午後１時30分〜３時30分
       　　　　会場：中里支所

●法律相談　電話で市民生活課市民年金係へ要予約
　２日㈭・９日㈭・16日㈭　午後１時30分〜４時
　会場：本庁消費生活相談室・行政相談室

●多重債務相談　電話で市民生活課交通生活係へ要予約
　８日㈬　午後１時30分〜４時30分
　会場：本庁消費生活相談室・行政相談室

●消費者相談　電話で市民生活課交通生活係へ予約可
　毎週月曜日 午後１時30分〜４時
　会場：本庁消費生活相談室・行政相談室

●定例社会保険・年金相談
　９日㈭・22日㈬
　午前10時〜正午、午後１時〜３時
　会場：クロス10

●教育・少年相談
　月〜金曜日（休日・祝日・年末年始を除く）
　午前９時〜午後５時
　会場：教育センター（情報館内）
　※電話相談（☎756-5010）も行っています

●女性相談専用電話
　月〜金曜日（休日・祝日・年末年始を除く）
　午前８時30分〜午後５時15分　☎757-3701

●各種相談のお知らせ

●日時　２日㈭・９日㈭・16日㈭ 午前10時〜11時
●対象　未就園児とその保護者
●会場・問合せ　水沢公民館　☎758-3101

 いっしょにあそぼ

●日時　11日㈯　午前10時〜11時
●会場　下条公民館
●対象　乳幼児〜小学生
●問合せ　水落　☎756-2254

 ぐりぐらルーム

●日時　18日㈯　午前10時〜
●対象　園児〜小学生
●会場・問合せ　中里公民館　☎763-2493

 おはなしひろば

●日時　９日㈭　午前10時〜11時
●対象　乳幼児とその保護者
●会場・問合せ　情報館　☎750-5100

 おはなしたまてばこ

●日時　18日㈯　午後２時〜３時
●対象　幼児〜小学生
●会場・問合せ　情報館　☎750-5100

 読み聞かせの会「どんぐり」

●日時　11日㈯・25日㈯　午前10時30分〜11時
●対象　乳幼児
●会場・問合せ　情報館　☎750-5100

 おはなしぴよぴよ

●日時　18日㈯　午前10時〜11時
●会場　千手中央コミュニティセンター
●対象　乳幼児〜小学３年生
●問合せ　保坂　☎090-7814-9462

 おはなしの会「ふきのとう」

●日時　４日㈯　午前10時30分〜11時30分
●対象　どなたでも参加できます
●会場・問合せ
　十日町おやこ劇場事務所・加賀書院 ☎752-2114
※加賀文庫の絵本の貸し出しも行っています

 十日町おやこ劇場

　不眠・不安・意欲の低下などで悩んでいませんか。

本人でも家族でも無料で相談できます。

●日時　１日㈬　午後２時〜４時

●会場　十日町地域振興局健康福祉部（保健所）

●医師　須賀医師（中条第二病院）

●申込み・問合せ

　十日町地域振興局健康福祉部地域保健課

　　　　　　　　　　　　　　☎757-2402

●こころの健康相談●ちびっこひろば
●診療時間：午前８時30分〜午後５時
※昼休み時間が医療機関により異なりますので、午
　後の診療開始時間は問い合わせてください

●休日救急医

事 業 名 期  日 受 付 時 間 対 象 児

４か月児
健診

22日㈬
午後１時
　〜１時30分

22年８月
生まれの乳児

10か月児
身体測定

16日㈭
午前９時
　〜９時30分

22年２月
生まれの乳児

１歳６か月児
健診

８日㈬
午後１時
　〜１時30分

21年６月
生まれの幼児

２歳６か月児
身体測定

22日㈬
午前９時
　〜９時30分

20年６月
生まれの幼児

３歳６か月児
健診

９日㈭
午後１時
　〜１時30分

19年６月
生まれの幼児

◎会　場…十日町保健センター（市役所隣）
◎持ち物…母子健康手帳、問診票、フッ化物歯
　面塗布希望確認票（１歳６か月児のみ）、視聴
　覚アンケート（３歳６か月児のみ）、着替えや
　おむつなど必要なもの
◎健診は体調の良いときに受診してください。欠
　席や体調が心配な場合は、本庁または各支所へ
　連絡してください。
◎３歳６か月児健診は事前に検査セットを送りま
　す。届かない人は本庁へ連絡してください。
◎健診終了時間が遅くなることがあります。ゆと
　りをもって来てください。

●乳幼児健診

●離乳食教室
事業名 対象児 開 催 日

離乳のはじめて
コース

２か月〜４か月児 ３日㈮

ステップアップ
コース

６か月〜９か月児 17日㈮

会　　場　十日町保健センター（市役所隣）

受付時間　午前９時45分〜10時

　　　　　直接会場へおいでください

持 ち 物　母子健康手帳・筆記用具

●乳幼児の健康相談 対象は乳幼児とその保護者です

期　日 会場 受付時間

２日㈭ 松之山保健センター 午前９時〜11時

９日㈭ 子育て支援センター「くるる」 午前10時〜11時30分

10日㈮ 子育て支援センター「きらりん」 午前10時〜11時

15日㈬ 千手中央コミュニティセンター
午前９時30分〜正午
午後１時〜２時30分

17日㈮ 松代保育園 午前９時〜11時30分

期　日 会場 受付時間

６日㈪・20日㈪ 十日町保健センター（市役所隣） 午前9時30分〜11時30分

９日㈭ 吉田公民館 午前9時30分〜11時30分

10日㈮ 水沢公民館 午前9時30分〜11時30分

13日㈪ 中里支所 午前9時〜11時30分

14日㈫ 川西支所 午前9時〜11時

17日㈮
中条公民館 午前9時30分〜11時30分

下条公民館 午前9時30分〜11時30分

20日㈪ 松代支所 午前9時〜11時

27日㈪ 松之山支所 午前9時〜11時30分

※健康手帳のある人は持参してください

●健康相談 保健師による相談

期　日  医療機関名  住　所 電話番号

池田医院 本町西１ 752-2581
津南病院 津南町 765-3161
富田医院 発電所通り西 761-0200
石川医院 津南町 766-2061
中条病院 北原 757-3018
倉俣診療所 芋川 763-2147
川西診療所 高原田 768-2034
松之山診療所 松之山 596-2240
山口医院 袋町中 752-2174
上村病院 田中 763-2111
大坪医院 四日町新田２ 757-6100

12日㈰

５日㈰

23日㈷

19日㈰

26日㈰

31日㈮

26市報とおかまち　平成22年11月25日号市報とおかまち　平成22年11月25日号27

2010年12月 December 2010年12月 December



　
平
成
19
年
に
設
立
し
た
N
P
O
法
人
笹

山
縄
文
の
里
。
笹
山
縄
文
の
里
は
、
地
域

住
民
が
自
ら
楽
し
む
こ
と
を
基
本
に
、
地

域
の
宝
物
を
つ
な
い
で
、
学
び
、
体
験
し
、

交
流
し
な
が
ら
、
生
き
生
き
と
し
た
地
域

づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
笹
山
遺
跡
か
ら
発
掘
さ
れ
た
縄
文
時
代

の
住
居
跡
の
デ
ー
タ
を
基
に
、
地
域
住
民

延
べ
２
０
０
人
が
参
加
し
て
、
竪
穴
住
居

１
棟
を
復
元
し
ま
し
た
。
事
務
局
長
の
波

形
利
幸
さ
ん
（
58
歳
）
は
、「
国
宝
が
出

土
し
た
こ
の
場
所
か
ら
情
報
を
発
信
し

て
、
子
ど
も
た
ち
が
誇
れ
る
地
域
づ
く
り

を
し
て
い
ま
す
。
活
動
は
行
政
と
の
協
働

作
業
。
地
元
住
民
で
意
見
を
出
し
合
い
、

手
づ
く
り
で
楽
し
み
な
が
ら
行
っ
て
い
ま

す
。
来
年
は
も
う
１
棟
竪
穴
住
居
を
作
っ

て
い
け
た
ら
」
と
意
気
盛
ん
で
す
。

　
地
元
中
条
地
区
で
は
笹
山
遺
跡
を
笹
山

じ
ょ
う
も
ん
市
で
盛
り
上
げ
、
さ
ら
に
冬

場
は
岡
山
県
総
社
市
の
子
ど
も
た
ち
の
交

流
の
場
と
し
て
活
用
し
て
い
ま
す
。
波
形

さ
ん
は
、「
こ
の
場
所
を
と
お
し
て
、
５

千
年
に
も
及
ぶ
悠
久
の
と
き
を
超
え
て
、

未
来
に
平
和
や
自
然
と
の
共
生
を
つ
な
い

で
い
き
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
に
は
ぜ
ひ
現

場
に
来
て
も
ら
い
、
か
や
ぶ
き
の
建
物
に

触
れ
、
い
ろ
り
で
ま
き
を
燃
や
し
、
普
段

味
わ
え
な
い
体
験
を
し
て
ほ
し
い
で
す
」

と
夢
を
膨
ら
ま
せ
て
い
ま
す
。

₃₂

笹
山
か
ら
情
報
発
信
を

　

県
内
唯
一
で
日
本
最
古
の
「
国
宝
」
火
焔
型
土
器
群
が
出
土
し
た
笹
山
遺
跡
。
発
掘
さ

れ
た
現
場
か
ら
情
報
を
発
信
し
て
、
４
５
０
０
年
前
か
ら
の
つ
な
が
り
を
未
来
へ
伝
え
て

い
こ
う
と
、
N
P
O
法
人
「
笹
山
縄
文
の
里
」（
理
事
長
：
須
藤
誠
也
さ
ん
）
が
設
立
さ

れ
ま
し
た
。
先
人
の
生
活
の
一
部
を
再
現
し
復
元
す
る
こ
と
で
、
現
代
人
が
忘
れ
か
け
て

い
る
も
の
を
取
り
戻
し
ま
す
。

N
P
O
法
人
「
笹
山
縄
文
の
里
」

●
問
合
せ
　
事
務
局
（
中
条
公
民
館
内
）

　
　
　
　
　
☎
７
５
２

�

２
７
４
８

　竪穴住居内でたきぎ
をする、事務局の樋口
利明さん。煙でいぶす
ことでカヤの耐久性が
上がり、竪穴住居も長
持ちします。樋口さん
は、「地域の人たちが
ここに集い、世間話し
ができれば楽しいです
ね」と話します。

　当間や津南町で刈り取った
カヤで屋根を作りました。た
いへんな作業ですが、作業終
了後は、「楽しかった、もう
１棟作りたいね」と声が上が
りました。

　９月に完成した、高さ７mの巨大竪穴住居。笹山遺跡の第14号住居跡の
データを基に、柱の穴の大きさや配置を再現。行政とNPOが協働して、縄
文時代の姿をよみがえらせました。
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